
こ
ぶ
し
会
会
報

電
友
会
北
海
道
地
方
本
部
電
電
こ
ぶ
し
会

第
二
四
三
号
（
令
和
七
年
七
月
一
日
発
行
）

こぶし会会報

電友会北海道地方本部
電電こぶし会

令和7年7月1日 （第243号）

北竜町　ひまわりの里



contents

112233343637384043444546474748495052535473

会　
　

務　
　

報　
　

告

　

会　
　
　
　

務

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

新
入
会
員
紹
介

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

令
和
七
年
度
夏
季
懇
親
会
及
び
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
の
お
知
ら
せ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

令
和
七
年
度
第
一
回
理
事
会
及
び
第
三
四
回
評
議
会
の
開
催
模
様

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

会
員
の
皆
様
、
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
へ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

こ
ぶ
し
会
会
費
の
「
自
動
払
込
」
ご
利
用
の
お
勧
め

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

こ　

ぶ　

し　

通　

信

　

電
友
会
北
海
道
地
方
本
部
「
全
道
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

電
友
会
北
海
道
地
方
本
部
「
全
道
ゴ
ル
フ
大
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
札
幌
退
職
者
の
会
・
情
報
労
連
・
電
電
こ
ぶ
し
会
共
催　

親
睦
囲
碁
大
会
の
開
催
模
様

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

令
和
七
年
度　

電
友
会
認
定
サ
ー
ク
ル
結
成
状
況

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

支　

部　

通　

信

　

「
暑
気
払
い
！
」
一
四
倶
楽
部
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
開
催　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ド
コ
モ
支
部

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

北
見
地
方
支
部
定
期
総
会
の
開
催　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

北
見
地
方
支
部

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

女
性
部
会
活
動
状
況

　

全
道
女
性
部
意
見
交
換
会
の
開
催
模
様

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

北
海
道
地
方
本
部

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

サ
ー
ク
ル
活
動
状
況

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
の
活
動
状
況

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

室
蘭
地
方
支
部

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

ほ
ど
よ
く
カ
ラ
オ
ケ
と
付
き
合
っ
て
み
て
は
？

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ド
コ
モ
支
部

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
活
動
状
況

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ド
コ
モ
支
部

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

「
Ｔ
Ｔ
Ｓ
会
」
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
令
和
七
年
度
第
一
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
開
催

…
…
…
…

北
海
道
地
方
本
部

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

会　

員　

随　

筆

　

春
が
き
た
！
家
庭
菜
園
と
オ
オ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

谷
澤　
　

繁

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

一
話　

札
幌
の
催
し
会
場
の
名
称
に
つ
い
て　

二
話　

昔
、
集
め
た
レ
コ
ー
ド

…
…
…
…

山
田　
　

仁

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｉ
Ｔ
相
談
室
だ
よ
り

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

訃
報

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
札
幌
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

編　
　

集　
　

後　
　

記

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…



243号243号

会
　
　
　
務

　

（
支
部
別
）

新
入
会
員
紹
介

（
入
会
順
）

（敬称略）

　

新
た
に
次
の
方
々
が
「
電
電
こ
ぶ
し
会
会
員
」

な
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
入
会
を
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。

【
北
海
道
地
方
本
部
】

　
　

菊　

池　

由
佳
子
（
平
成
三
〇
年
退
職
）

　
　

齋　

藤　

昌　

俊
（
令
和　

七
年
退
職
）

　
　

桑　

原　

雅　

弘
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
サ
ー
ビ
ス
）

　
　

髙　

村　

卓　

也
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
サ
ー
ビ
ス
）

　
　

池　

端　

一　

則
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
サ
ー
ビ
ス
）

　
　

仙
台
谷　

省　

一
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
サ
ー
ビ
ス
）

　
　

木　

村　

基　

道
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
サ
ー
ビ
ス
）

　
　

山　

下　

浩　

見
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
南
関
東
）

　
　

濱　
　
　

孝　

之
（
平
成
二
八
年
退
職
）

　
　

飯　

田　

堪　

輝
（
令
和　

七
年
退
職
）

　
　

西　

永　

和　

明
（
令
和　

七
年
退
職
）

　
　

浦　

田　

倫　

弘
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道
）

　
　

濱　

口　

知　

由
（
平
成
二
八
年
退
職
）

【
函
館
地
方
支
部
】

　
　

井　

上　

富　

子
（
夫
婦
会
員
）

【
旭
川
地
方
支
部
】

　
　

佐　

藤　

章　

典
（
令
和　

七
年
退
職
）

【
北
見
地
方
支
部
】

　
　

田　

屋　
　
　

清
（
平
成
一
七
年
退
職
）

【
小
樽
地
方
支
部
】

　
　

高　

橋　

邦　

義
（
平
成
一
〇
年
退
職
）

【
帯
広
地
方
支
部
】

　
　

村　

上　
　
　

修
（
令
和　

七
年
退
職
）

一
、

二
、

三
、

四
、

五
、

六
、

七
、

八
、

九
、

一
〇
、

一
一
、

一
二
、

四
月

四
月

四
月

五
月

五
月

五
月

五
月

六
月

六
月

六
月

六
月

六
月

一
日

六
日

一
八
日

一
四
日

二
五
日

二
七
日

三
〇
日

六
日

六
日

一
三
日

一
八
日

二
八
日

会
報
二
四
二
号
発
行

退
職
者
の
会
・
情
報
労
連
・

電
電
こ
ぶ
し
会
共
催
親
睦

囲
碁
大
会
開
催

釧
路
支
部
定
期
総
会

（
伴
会
長
出
席
）

北
海
道
地
方
本
部　

監
事

に
よ
る
会
計
監
査
の
受
験

函
館
地
方
支
部
定
期
総
会

（
林
副
会
長
出
席
）

苫
小
牧
地
方
支
部
定
期
総
会

（
伴
会
長
出
席
）

令
和
七
年
度
第
一
回
理
事

会
及
び
第
三
四
回
評
議
員

会
の
開
催

同
会
場
に
て
全
道
女
性
部

意
見
交
換
会
の
開
催

北
見
地
方
支
部
定
期
総
会

（
福
士
事
務
局
長
出
席
）

ド
コ
モ
支
部
定
期
総
会

（
伴
会
長
出
席
）

室
蘭
地
方
支
部
定
期
総
会

（
福
士
事
務
局
長
出
席
）

帯
広
地
方
支
部
定
期
総
会

（
尾
崎
事
務
局
次
長
出
席
）

旭
川
地
方
支
部
定
期
総
会

（
伴
会
長
出
席
）
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令
和
七
年
夏
季
懇
親
会
開
催
及
び

セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

　

令
和
七
年
の
夏
季
懇
親
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

年
二
回
の
会
員
の
皆
様
の
交
流
の
場
で
す
。
会

員
同
士
お
誘
い
の
う
え
ご
出
席
下
さ
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

ま
た
夏
季
懇
親
会
の
前
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
是
非
ご
出
席
下
さ
い
。

◆
夏
季
懇
親
会

一
．
日　

時　

令
和
七
年
七
月
二
九
日
（
火
）

午
後
五
時
〇
〇
分
よ
り

二
．
場　

所　

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
六
丁
目

　
　
　
　
　

 

（
北
海
道
庁
北
門
前
）

三
．
会　

費　

七
，
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　

（
当
日
会
場
に
て
申
し
受
け
ま
す
）

◆
セ
ミ
ナ
ー

一
．
日　

時 

令
和
七
年
七
月
二
九
日
（
火
）

午
後
三
時
三
〇
分
よ
り
（
一
時
間
程
度
）

二
．
場　

所 

夏
季
懇
親
会
と
同
会
場

三
．
会　

費 

無
料

四
．
演　

題
「
（
仮
題
）
介
護
予
防
教
室
」

フ
レ
イ
ル
や
認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て
、
体

操
や
脳
ト
レ
等
の
体
験
を
通
し
て
学
ん
で
い
た

だ
く
講
座
で
す
。

五
．
講　

師

札
幌
市
「
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
大
通
公
園
」

よ
り
講
師
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

出
欠
の
は
が
き
を
同
封
し
ま
し
た
の
で
、
七
月

一
一
日
（
金
）
ま
で
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

※
セ
ミ
ナ
ー
・
懇
親
会
共
に
欠
席
の
方
は
、
は
が

き
を
投
函
し
な
い
で
下
さ
い
。

　

万
一
ハ
ガ
キ
の
封
入
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
場

合
、
電
電
こ
ぶ
し
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま

す
。

　

【
電
話　

〇
一
一
―
二
九
〇
―
四
七
四
七
】

　

な
お
、
出
席
者
の
方
に
連
絡
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
は
が
き
に
必
ず
連
絡
先
番
号
を

記
入
願
い
ま
す
。

令
和
七
年
度
第
一
回
理
事
会

及
び
第
三
四
回
評
議
員
会

　　

電
友
会
北
海
道
地
方
本
部
電
電
こ
ぶ
し
会
の
令

和
七
年
度
第
一
回
理
事
会
及
び
第
三
四
回
評
議
員

会
が
五
月
三
〇
日
（
金
）
午
後
二
時
か
ら
、
ホ
テ

ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
．
令
和
七
年
度
第
一
回
理
事
会

　

次
の
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
）
評
議
員
会
附
議
議
案

（
二
）
そ
の
他　

評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

二
．
第
三
四
回
評
議
員
会

　

開
催
に
先
立
ち
、
電
電
こ
ぶ
し
会
伴
会
長
、
電

友
会
本
部
小
椋
副
会
長
か
ら
ご
挨
拶
（
別
掲
）
を

頂
い
た
あ
と
、
議
長
に
高
橋
盛
俊
評
議
員
を
選
出

し
、
次
の
議
案
（
一
）
～
（
七
）
を
審
議
し
た
結

果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
）
令
和
六
年
度
活
動
報
告

　
　

（
別
紙
一
）

（
二
）
令
和
六
年
度
一
般
会
計
収
支
決
算
書

　
　

（
別
紙
二
―
一
）

　
　

  

令
和
六
年
度
特
別
会
計
収
支
決
算
書

　
　

  

令
和
六
年
度
残
高
明
細
書

　
　

（
別
紙
二
―
二
）

− 2−
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（
三
）
会
計
監
査
報
告
書　

　
　

（
別
紙
三
）

（
四
）
令
和
七
年
度
活
動
計
画

　
　

（
別
紙
四
）

（
五
）
令
和
七
年
度
一
般
会
計
収
支
予
算

　
　

（
別
紙
五
―
一
）

　
　

  

令
和
七
年
度
特
別
会
計
収
支
予
算

　
　

（
別
紙
五
―
二
）

（
六
）
組
織
改
正
に
つ
い
て

　
　

（
別
紙
六
）

（
七
）
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

（
別
紙
七
）

三
．
講
演
会

　

演
題
：
「
わ
た
し
ど
も
を
取
り
巻
く
事
業
動
向

に
つ
い
て
」 

　

講
師
：
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本　

北
海
道
事
業
部

企
画
総
務
部　

総
務
部
門
長

吉
田　

雅
史　

様

　

講
演
内
容
は
別
掲

＊
講
演
会
後
の
懇
親
会
の
模
様
は
別
掲
し
て
お
り

ま
す
。

◎
伴
会
長　
挨
拶

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち

は
。
評
議
員
の
皆
様
、

忙
し
い
と
こ
ろ
、
お
集

ま
り
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
変
い
い
気
候
に

な
り
ま
し
て
、
さ
わ
や
か
な
五
月
で
ご
ざ
い
ま

す
。
さ
わ
や
か
に
評
議
員
会
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
御
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
、
司
会
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
日

は
東
京
か
ら
電
友
会
本
部
、
小
椋
副
会
長
に
お
出

で
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
日
頃
か
ら
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
北
海
道
事
業
部
か
ら
、

吉
田
総
務
部
門
長
に
も
ご
出
席
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
の
評
議
員
会
に
お
い
て
、
皆
様
に
御
理
解

を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
会
費
を
上
げ
さ
せ
て
も

ら
っ
た
り
、
会
員
増
と
い
う
こ
と
に
向
け
て
、
お

試
し
会
員
の
仕
組
み
を
作
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な

施
策
、
財
務
改
善
の
施
策
に
つ
い
て
御
了
解
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
の
評
議
員
会
に
御
提
案
申

し
上
げ
ま
す
の
は
、
そ
れ
の
初
年
度
と
し
て
、
令

和
六
年
度
の
決
算
の
状
況
、
そ
れ
と
、
大
体
通
常

ど
お
り
の
活
動
に
戻
っ
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

評議員会の模様
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も
、
七
年
度
の
予
算
等
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
お

計
ら
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
か
な
か
厳

し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
御
理
解
を
い

た
だ
い
た
上
で
御
審
議
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
電
友
会
小
椋
副
会
長　
挨
拶

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
た
だ
い
ま
御
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
小
椋

で
ご
ざ
い
ま
す
。
電
友

会
本
部
の
副
会
長
と
関

東
電
友
会
の
会
長
、
両
方
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
朝
、
東
京
を
出
る
と
き
に
は
、
う
ち
の
近
く

の
気
温
は
一
三
、
四
度
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
雨
が

降
っ
て
、
「
寒
っ
」
と
か
思
っ
て
出
発
し
ま
し
た

が
、
札
幌
に
着
い
た
ら
「
暑
っ
」
と
思
い
ま
し
て

で
す
ね
、
ち
ょ
っ
と
服
装
、
逆
で
す
よ
ね
。
珍
し

い
時
に
来
た
な
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
逆
に
気

持
ち
の
い
い
天
気
で
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
け
そ
う

で
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
、
皆
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
、
御
苦
労

様
で
ご
ざ
い
ま
す
。
事
前
に
い
ろ
い
ろ
、
北
海
道

本
部
の
皆
さ
ん
の
活
動
に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
本
当
に
こ
の
広
い
エ
リ
ア
の
中

で
様
々
な
活
動
を
一
生
懸
命
や
っ
て
お
ら
れ
ま
し

て
、
本
当
に
感
服
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
問
題
が
あ
り
な
が
ら
で
も
、
継

続
し
て
い
た
だ
け
て
お
り
、
非
常
に
感
銘
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

た
だ
、
ど
こ
も
同
じ
よ
う
に
会
員
の
増
強
、

も
っ
と
言
う
と
会
員
減
を
ど
う
食
い
止
め
る
か
と

い
う
話
に
つ
い
て
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
ご
ざ
い

ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
財
務
的
に
も
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
に
電
友

会
の
地
方
本
部
が
一
五
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
中
で
、
会
員
数
が
増
え
て
い
る
の
は
二
つ
だ

け
な
の
で
す
。
一
つ
は
日
比
谷
同
友
会
っ
て
、
研

究
所
の
Ｏ
Ｂ
と
、
本
社
採
用
者
の
Ｏ
Ｂ
が
中
心
で

す
の
で
、
こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
ず
つ
で
す
が
増
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

の
同
友
会
と
い
う
の
が
二
年
ぐ
ら
い
前
に
で
き
た

の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
増
え
て
い
ま
す
。
会

員
の
年
齢
層
が
非
常
に
若
い
も
の
で
す
か
ら
増
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
は
、
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な

会
員
数
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
財

務
的
に
も
や
は
り
会
員
数
の
減
に
伴
っ
て
非
常
に

厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
の
電
友
会
全
体

の
活
動
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
中
で
、
今
回
大
き

な
変
化
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
我
々
の
活
動

に
対
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
か
ら
、
会

員
一
人
当
た
り
幾
ら
と
い
う
形
で
支
援
金
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
そ
の
額
が
一
人
当
た
り
四
二
〇
円

だ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
四
二
〇
円
に
決

ま
っ
た
の
は
い
つ
か
と
い
う
と
平
成
三
年
な
の
で

す
ね
。
今
の
電
友
会
と
い
う
組
織
が
で
き
た
時
な

の
で
す
。
実
は
そ
の
四
二
〇
円
に
決
め
た
と
き
の

担
当
課
長
の
一
人
が
私
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
頃
か
ら
ま
さ
か
今
ま
で
変
わ
っ
て
い
な
い
と

思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
ね
。
今
回
そ
れ
が
、
た

し
か
五
六
〇
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
改
革

で
あ
り
ま
し
て
、
な
ぜ
か
と
い
い
ま
す
と
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
、
非
常
に
財
務
が
厳
し
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。
お
金
が
な
い
中
で
も
、
こ
れ
だ

け
の
金
を
出
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
見
れ
ば
、
大
い
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
そ
う
い
う
形
で
の
お
金
が
増
え
た
分
を

ど
う
す
る
の
か
と
い
う
話
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
一
つ
は
や
は
り
、
こ
れ
は
増
や
し
て
も
ら
う

に
当
た
っ
て
は
、
会
員
の
増
強
に
一
生
懸
命
努
め

ま
す
か
ら
と
い
う
話
を
東
日
本
・
西
日
本
の
総
務

と
お
約
束
し
て
い
ま
す
。
私
も
関
東
の
本
部
の
責

任
者
と
し
て
痛
感
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
会
員

を
増
や
す
た
め
の
特
効
薬
っ
て
無
い
で
す
よ
ね
。

こ
れ
を
や
っ
た
ら
す
ご
く
増
え
る
と
い
う
の
は
無

い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
結
局
、
地
道
な
活
動
を
続

け
て
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
と
。
そ
の
地
道
な
活

動
の
た
め
に
こ
の
経
費
が
使
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
を
生
か
し
て
い
く
。
本
部
と
し
て
も
、
来
年

の
今
頃
、
皆
さ
ん
に
ど
う
い
う
形
で
や
ら
れ
ま
し

た
か
と
い
う
こ
と
を
、
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま

す
。
い
い
施
策
が
あ
れ
ば
、
全
国
展
開
し
て
い
き
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た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
こ
れ
は
日
々
の
我
々
の
活
動
で

あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
支
援
で
す
。
私
は
よ
く
思

う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
か
つ
て
、
皆
さ
ん
は
ど
こ

か
の
報
話
局
で
勤
め
て
い
た
と
思
う
の
で
す
が
、

全
国
に
報
話
局
っ
て
、
一
番
多
い
時
は
各
地
域
に

一
、
三
〇
〇
の
拠
点
が
あ
っ
た
の
で
す
よ
。
そ
れ

が
今
は
報
話
局
っ
て
ゼ
ロ
で
す
か
ら
。
だ
と
す
る

と
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
拠
点
は
誰
が
担
っ
て
い

る
か
と
い
う
と
、
我
々
Ｏ
Ｂ
な
の
で
す
よ
ね
。
皆

さ
ん
そ
う
だ
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
日
頃

色
々
な
活
動
を
す
る
中
で
、
あ
な
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｏ

Ｂ
だ
よ
ね
っ
て
い
う
形
の
接
触
が
必
ず
あ
る
と
思

う
の
で
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
仕
事
は
、
今
色
々
な
こ
と

で
格
好
よ
く
新
聞
に
は
出
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

や
は
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
一
番
の
強
み
は
、
地
べ
た
に
接

し
て
い
る
会
社
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
地
べ

た
に
接
し
て
活
動
し
て
い
る
の
は
我
々
Ｏ
Ｂ
で
す

の
で
、
そ
の
活
動
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
支
え
て
い
る
の
だ

と
い
う
と
こ
ろ
を
現
役
の
人
に
お
見
せ
す
る
と
い

う
こ
と
。
だ
か
ら
、
会
員
獲
得
を
一
生
懸
命
や
り

ま
す
と
、
そ
れ
か
ら
日
々
の
活
動
を
き
っ
ち
り
や

り
ま
す
と
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
現
役

の
皆
さ
ん
に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
回
の
増
額

に
対
し
て
の
回
答
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
面
で
は
、
電
友
会
に
と
っ
て
も
新

た
な
局
面
の
年
が
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
活
動
を
一
層
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
ま
し
て
、
私
の
ほ
う

か
ら
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

で
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
講
演
会　

タ
イ
ト
ル
「
わ
た
し
ど
も
を
取
り
巻
く

事
業
動
向
に
つ
い
て
」

講
師　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
北
海
道
事
業
部
企
画
総
務
部

総
務
部
門
長　
吉
田　
雅
史　
氏

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
今
、
御
紹
介
を
い

た
だ
き
ま
し
た
、
北
海

道
事
業
部
企
画
総
務
部

総
務
部
門
の
任
を
仰
せ

つ
か
っ
て
お
り
ま
す
吉
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
ぶ
し
会
の
皆
様
、
い
つ
も
私
ど
も
、
現
役
世

代
の
事
業
活
動
に
多
大
な
る
御
支
援
を
賜
り
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
を

借
り
ま
し
て
、
改
め
て
御
礼
を
申
し
た
い
な
と
い

う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
本
日
は
、
非
常
に
貴
重
な
機
会
を
賜
り
ま

し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日

は
、
「
私
ど
も
を
取
り
巻
く
事
業
動
向
に
つ
い

て
」
と
題
し
ま
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
北
海
道
グ
ル
ー
プ

が
こ
ん
な
こ
と
を
今
頑
張
っ
て
い
ま
す
と
い
う
お

話
で
す
と
か
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
的

な
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
も
少
し
お
話
し
で
き
れ
ば

な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
自
己
紹
介
の
ペ
ー
パ
ー
を
作
っ
て
き
ま

し
た
。
私
、
一
九
七
七
年
、
昭
和
五
二
年
の
生
ま

れ
で
、
札
幌
出
身
で
す
。
入
社
は
二
〇
〇
〇
年
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。
平
成
で
言
う
と
一
二
年
の
入
社

で
、
当
時
は
、
初
期
配
属
の
み
ん
な
が
、
当
時
の

法
人
営
業
部
に
配
属
を
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
感

じ
で
し
た
。
分
社
化
し
て
発
足
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
の
第
一
期
生
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
ね
。
北
海
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道
に
配
属
さ
れ
た
の
は
当
時
七
人
し
か
い
な
く

て
、
そ
の
中
の
一
人
で
し
た
。

　

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
営
業
に
全
く
セ
ン
ス
が
な

か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
自
戒
し
て
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
企
画
部
、
総
務
部
と
い
う
ふ
う
に
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
二
〇
〇
七
年
に
、
先
ほ

ど
小
椋
副
会
長
の
話
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

当
時
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ソ
シ
エ
、
今
、
Ｅ
ｘ

Ｃ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
ふ
う
に
名
前
が
変
わ
っ
て

お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
ち
ら
に
出
向
を
し
て
い

ま
し
た
。
当
時
の
Ｂ
Ａ
で
は
、
Ｈ
Ｒ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
事
業
部
と
い
う
と
こ
ろ
に
所
属
し
て
お
り

ま
し
て
、
Ｂ
Ａ
の
本
社
の
ロ
ケ
は
、
東
京
の
竹
橋

と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
が
、
私
の
勤
務
場
所

は
大
手
町
で
、
持
ち
株
会
社
が
入
っ
て
い
る
ビ
ル

で
、
一
般
社
員
の
給
与
制
度
の
設
計
み
た
い
な
こ

と
を
行
う
よ
う
な
担
当
で
し
た
。
一
社
時
代
の
言

い
方
で
言
う
と
、
先
輩
た
ち
か
ら
は
労
働
部
給
与

課
と
い
う
ふ
う
に
教
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
な
か

な
か
大
変
な
部
署
で
し
た
。

　

い
わ
ゆ
る
制
度
屋
の
仕
事
が
長
く
て
、
東
日
本

大
震
災
が
あ
っ
た
年
の
七
月
に
、
東
日
本
に
復
帰

と
い
う
形
で
戻
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
配

置
さ
れ
た
場
所
も
給
与
制
度
を
扱
う
と
こ
ろ
で
、

課
長
に
な
っ
た
時
に
二
年
間
だ
け
東
京
事
業
部
で

労
務
厚
生
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後

ま
た
同
じ
部
署
と
い
う
の
か
、
主
査
で
経
験
し
た

こ
と
を
今
度
課
長
で
や
り
ま
す
と
い
う
形
で
、
制

度
屋
の
仕
事
が
ず
っ
と
長
か
っ
た
で
す
。

　

本
社
で
課
長
を
四
年
や
っ
た
後
、
テ
ル
ウ
ェ
ル

東
日
本
へ
出
向
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
昨
年
の
六

月
に
、
前
任
の
寺
嶋
さ
ん
の
後
任
と
し
て
現
職
に

着
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い

ま
す
。
一
七
年
ぶ
り
の
札
幌
勤
務
と
い
う
形
に
な

り
ま
す
。

　

二
〇
二
四
年
度
の
振
り
返
り
と
二
〇
二
五
年
度

の
取
組
、
あ
と
は
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い

て
、
少
し
お
話
し
で
き
れ
ば
な
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
持
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
二
〇
二
四
年
度
の
振
り
返
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

こ
れ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
決
算
の
状
況
の
ペ
ー

パ
ー
で
す
ね
。
報
道
発
表
さ
れ
て
い
る
も
の
を
コ

ピ
ー
し
て
持
っ
て
き
ま
し
た
が
、
大
き
く
ポ
イ
ン
ト

は
二
つ
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
は
、
こ
の
太
枠
で
囲
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
二
〇
二
四
年
度
、
先
ほ
ど
小
椋
副
会
長

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
東
日
本
も
大
変
厳
し

い
状
況
で
す
。
二
〇
二
三
年
に
ノ
ン
コ
ア
資
産
の

ス
リ
ム
化
と
い
う
の
を
や
っ
て
、
要
は
不
動
産
の

大
量
売
却
と
い
う
の
を
や
っ
た
の
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
う
し
た
影
響
を
除
く
と
、
二
〇
二
四
年
度

は
増
収
で
あ
っ
た
と
。
こ
れ
、
「
不
動
産
売
却
な

か
り
せ
ば
」
の
話
を
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ

ん
な
よ
う
な
増
収
で
し
た
。
対
し
て
営
業
利
益
は

減
益
で
し
た
。
で
す
が
、
当
初
、
東
日
本
が
掲
げ

た
営
業
利
益
の
二
一
〇
〇
億
円
と
い
う
の
は
達
成

し
た
と
、
そ
ん
な
年
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
あ
と
、
も
う
一
つ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の
は
、
下
の

と
こ
ろ
で
す
ね
。
光
サ
ー
ビ
ス
の
純
増
数
に
つ
い
て

は
、
対
前
年
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。
下
の
赤
枠
、
プ
ラ
ス
三
万
円
と
書
い
て
い

る
と
こ
ろ
の
一
年
前
に
つ
い
て
は
、
対
前
年
マ
イ

ナ
ス
一
三
と
い
う
数
字
が
去
年
は
入
っ
て
い
た
の
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で
、
一
年
た
っ
て
、
こ
こ
は
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
と

い
う
言
い
方
が
正
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
、
そ
こ
は
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
だ
っ
た
の
か

な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
一
番
右
の
と
こ
ろ
で
す
ね
。
今

年
度
の
業
績
予
想
が
出
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度

は
、
設
備
投
資
額
が
、
昨
年
の
三
倍
近
く
を
計
画

し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。
将
来
へ
の
投
資

は
、
当
然
将
来
へ
の
収
益
、
利
益
に
変
わ
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
昨
年
の
三
倍
投
資
を
し

て
、
そ
れ
で
も
増
収
増
益
の
計
画
を
今
年
は
東
日

本
は
た
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
意
味
、

攻
め
の
計
画
を
し
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て

も
い
い
の
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

参
考
ま
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
全
体
の

二
〇
二
五
年
度
の
業
績
予
想
を
持
っ
て
き
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
二
〇
二
五
年
度
は
増

収
増
益
の
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
御
覧
の
と
お

り
、
よ
く
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
け
れ
ど
も
、
稼

ぎ
頭
は
、
相
変
わ
ら
ず
と
言
っ
た
ら
い
い
の
で

し
ょ
う
か
、
今
で
い
う
と
総
合
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
と
い

う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、

あ
と
コ
ム
ズ
で
す
ね
、
そ
れ
の
合
体
版
で
す
か

ね
、
そ
こ
が
稼
ぎ
頭
と
は
な
っ
て
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
真
ん
中
の
と
こ
ろ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
い
う
と
こ
ろ
を
御
覧
い
た

だ
き
ま
す
と
、
そ
こ
は
い
わ
ゆ
る
デ
ー
タ
で
す

ね
。
そ
こ
の
収
益
と
利
益
の
部
分
が
大
幅
に
伸
び

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
は
、
ド
コ
モ
が
稼
ぎ
頭
で
あ

る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
デ
ー
タ
が

大
き
く
台
頭
し
て
い
る
と
、
そ
ん
な
よ
う
な
こ
と

が
言
え
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
こ

れ
か
ら
ま
さ
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
稼
い
で
い
く
と

い
う
の
が
大
き
な
方
向
感
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

言
え
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
の
収
益
と
利
益
の
グ
ル
ー
プ
に
占
め
る
割
合

み
た
い
な
と
こ
ろ
を
円
グ
ラ
フ
に
示
し
て
み
ま
し

た
。
先
ほ
ど
か
ら
申
し
て
い
ま
す
と
お
り
、
ド
コ

モ
が
稼
ぎ
頭
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
収
益
に
お
い
て
も
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
の
割
合

が
相
当
高
い
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
御
覧
い
た
だ
け
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
収
益
の
ほ
う
で
す
ね
。

　

続
い
て
、
利
益
で
す
ね
。
利
益
で
見
る
と
御
覧

の
と
お
り
と
い
う
形
で
す
。
ま
だ
ま
だ
ド
コ
モ
が

多
い
な
と
い
う
感
じ
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け

れ
ど
も
、
デ
ー
タ
の
台
頭
ぶ
り
に
つ
い
て
は
相
当

− 7−



243号243号

見
て
い
た
だ
け
る
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

い
ま
す
。
東
日
本
も
二
〇
二
四
、
二
〇
二
五
年

と
、
変
わ
ら
な
い
程
度
の
割
合
を
占
め
て
い
る
と

い
う
と
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
西
日
本
は
御
覧

の
と
お
り
で
す
け
れ
ど
も
、
東
西
の
違
い
は
、
と

か
く
西
の
ほ
う
が
、
光
の
シ
ェ
ア
の
割
合
と
い
っ

た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
、
相
当
苦
戦
を
強
い
ら

れ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
耳
に
し
て
お
り
ま
す
。

当
然
、
光
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
率
と
い
う
の
で

す
か
、
そ
の
辺
が
や
っ
ぱ
り
県
等
域
で
全
然
違
っ

て
い
て
、
北
海
道
な
ん
か
で
は
か
な
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
頑

張
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
関
西
と
か
そ
ち

ら
の
ほ
う
に
行
く
と
、
本
当
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
す
ご
く

苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
状
況
ら
し

く
て
、
そ
の
辺
が
東
西
の
こ
の
辺
の
差
に
出
て
い

る
と
言
え
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

我
々
北
海
道
の
昨
年
の
成
績
を
少
し
お
話
し
し

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
、
こ
の
場
所

に
、
私
の
上
司
で
あ
り
ま
す
島
津
事
業
部
長
、
一

年
前
に
島
津
が
こ
の
場
面
で
こ
ん
な
話
を
し
た
の

で
す
ね
。
島
津
が
着
任
し
て
、
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
北
海

道
」
と
い
う
合
い
言
葉
で
今
グ
ル
ー
プ
運
営
を
し

て
い
ま
す
と
、
そ
ん
な
よ
う
な
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
事
業
運
営
体
制
上
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
北
海

道
事
業
部
と
い
う
も
の
の
ほ
か
に
、
法
人
を
や
っ

て
い
る
「
―
（
ハ
イ
フ
ン
）
北
海
道
」
、
あ
と
は

中
堅
・
中
小
営
業
と
い
う
こ
と
で
茶
筒
の
「
Ｎ
Ｔ

Ｔ
南
関
東
」
と
い
う
会
社
が
あ
っ
た
り
、
設
備
系

は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
―
Ｍ
Ｅ
」
と
い
う
会
社
が
あ
っ
た

り
。
会
社
と
い
う
目
線
で
見
る
と
、
事
業
運
営
体

制
上
、
ラ
イ
ン
単
位
で
分
け
て
い
る
構
図
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
社
員
が
ば

ら
ば
ら
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
あ
と
は
グ
ル
ー
プ

会
社
の
名
前
も
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
そ
う
し
た
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
北
海
道
」
、
皆
さ
ん
で

盛
り
上
げ
て
、
北
海
道
を
と
に
か
く
盛
り
上
げ
て

い
こ
う
と
、
そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
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一
枚
を
去
年
、
島
津
も
こ
こ
で
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
意
識
で

や
っ
て
き
ま
し
た
北
海
道
の
成
績
は
と
い
い
ま
す

と
お
か
げ
様
で
と
言
っ
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う

か
、
東
日
本
の
中
で
は
北
海
道
が
二
〇
二
四
年
は

一
位
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
と
は
先
ほ
ど
言
っ
た
ラ
イ
ン
で
す
ね
。
法
人

営
業
、
設
備
、
あ
と
は
中
堅
・
中
小
営
業
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ラ
イ
ン
単
位
で
も
当
然
そ
の
エ
リ
ア
比
較

と
い
う
の
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
御
覧
の
と
お

り
、
法
人
営
業
、
設
備
、
あ
と
は
営
業
ラ
イ
ン
、

そ
れ
ぞ
れ
に
花
丸
が
つ
い
て
い
て
、
そ
れ
ら
も
東

日
本
の
中
で
一
番
を
取
っ
た
と
い
う
よ
う
な
年
で

し
た
の
で
、
我
々
と
し
て
はO

N

Ｅ
北
海
道
と
い

う
旗
頭
の
下
、
組
織
間
の
連
携
と
か
グ
ル
ー
プ
会

社
の
方
々
と
の
う
ま
い
連
携
が
出
来
て
、
そ
れ
が

結
果
と
し
て
結
実
し
た
と
い
う
ふ
う
な
思
い
で
、

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
二
〇
二
五
年
度
の
取
組
に
な
り
ま
す
。

東
日
本
の
収
支
の
状
況
と
い
う
こ
と
で
、
東
日
本

の
社
員
に
、
東
の
社
長
が
社
員
事
業
計
画
説
明
の

時
に
使
っ
た
資
料
の
抜
粋
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

先
ほ
ど
か
ら
も
少
し
述
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
が
、
二
〇
二
四
年
度
は
、
東
日
本
と
し
て
も

事
業
計
画
を
達
成
し
た
年
で
し
た
。
た
だ
し
、

二
〇
二
三
年
度
と
比
べ
ま
す
と
八
五
〇
億
円
の

減
益
で
し
た
。
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
、
こ
の

八
五
〇
億
円
分
と
い
う
の
は
、
当
時
、
不
動
産
売

却
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
辺
で
生
み
出
し
た

利
益
で
し
た
が
、
そ
こ
が
全
く
無
く
な
り
ま
し
た

の
で
、
ド
カ
ン
と
へ
こ
む
よ
う
な
年
で
し
た
。
こ

れ
は
そ
う
い
う
計
画
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
そ
う
い
う
年
で
し
た
。

　

二
〇
二
五
年
度
以
降
は
、
こ
の
へ
こ
ん
で
し
ゃ

が
ん
だ
所
か
ら
、
ジ
ャ
ン
プ
し
て
い
く
よ
う
な
、

そ
ん
な
攻
勢
を
掛
け
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
を
社

員
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
お
送
り
を
し

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
絵
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
上
で
は
、
稼
ぐ
力
の
強
化
と
い
う
よ
う
な

ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
光
を

も
っ
と
も
っ
と
、
苦
し
い
中
だ
け
れ
ど
も
、
や
っ

ぱ
り
も
っ
と
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て
い
っ
て
、
そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
ど
ん
ど
ん

ど
ん
ど
ん
拡
大
を
し
て
い
っ
て
、
ま
た
さ
ら
に
、

こ
れ
ま
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
で
し
っ
か
り
稼
い
で

い
こ
う
と
、
そ
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
げ
て

い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
北
海
道
と
し
て
は
、
北
海
道
な
ら
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で
は
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
を
社
員
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
数
年
、
従
来
の
活
動
か
ら
多
く
の
学
び
を

得
て
き
た
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
今
、
法
人
と
い
え
ば
自
治
体
営
業
が
中
心
に

な
り
ま
す
が
、
北
海
道
も
自
治
体
も
人
口
が
減
っ

て
い
っ
て
、
予
算
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
と
い

う
中
で
、
単
一
の
自
治
体
の
財
政
規
模
で
は
な
か

な
か
、
こ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
て
も
導
入

し
て
い
た
だ
け
な
い
よ
う
な
自
治
体
も
多
い
で

す
。
ま
た
、
当
然
、
今
の
我
々
が
扱
う
サ
ー
ビ
ス

と
い
う
の
も
、
本
当
に
多
種
多
様
な
形
に
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
も
の
を
ど
う

い
っ
た
組
合
せ
で
お
客
様
に
提
案
す
る
と
い
う
の

が
一
番
良
い
の
か
と
い
う
こ
と
も
悩
み
が
あ
っ
た

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
で
、
災
害
で
す
と
か
地
域
の
課
題
な
ど
、

や
る
べ
き
対
策
に
関
し
て
は
、
す
ご
く
聞
い
て
い

た
だ
け
る
の
で
、
そ
れ
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
解
決
し
て
い

こ
う
と
い
っ
た
と
こ
ろ
の
相
性
だ
っ
た
り
、
そ
の

よ
う
な
課
題
感
は
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
と
い
う

よ
う
な
状
況
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
と
、
当
社
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。

安
心
・
安
全
で
す
と
か
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ら
で
は
の
ア

セ
ッ
ト
み
た
い
な
と
こ
ろ
の
提
案
っ
て
や
っ
ぱ
り

響
く
な
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
う
し
た
と
こ
ろ
で
、
二
〇
二
五
年
度
は
、
こ

れ
ま
で
の
そ
う
し
た
活
動
か
ら
の
学
び
を
生
か
し

て
、
も
っ
と
戦
略
を
絞
り
込
も
う
、
分
野
に
つ
い

て
も
あ
れ
や
こ
れ
や
と
い
う
よ
り
か
、
少
し
絞
り

込
ん
で
や
っ
て
い
こ
う
と
、
そ
ん
な
よ
う
な
こ
と

を
掲
げ
て
今
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
代
表
例
が
こ
こ
に
書
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
ん
な
形
で
二
〇
二
五
年
頑
張
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
少
し
話
を
移
ら
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
Ｉ

Ｏ
Ｗ
Ｎ
の
話
は
絶
対
し
た
い
な
と
い
う
形
で
持
っ

て
き
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
「
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
と
は
」
と
い
う
ペ
ー

ジ
を
作
っ
て
持
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
と

は
、Innovative O

ptical and W
ireless 

N
etw

o
rk

と
い
う
ふ
う
に
い
い
ま
し
て
、

Innovative

は
革
新
的
、O

ptical

は
光
で
す

ね
。W

ireless

は
無
線
。
つ
ま
り
、
革
新
的
な
光

と
無
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
と
い
う
ふ
う
に
訳
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
が
ど
ん
ど
ん
浸
透
し
て
い
く
こ
と
で

何
が
変
わ
る
の
と
い
う
と
こ
ろ
を
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
た
め
に
、
い
つ
も
使
っ
て
い
る
絵
が
こ

れ
で
す
。
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Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
と
は
、
こ
ん
な
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
た
だ
い
て
、
あ
と
は
、
そ
れ
を
補
完
す

る
技
術
と
し
て
、
Ａ
Ｐ
Ｎ
と
い
う
の
で
す
が
、

A
ll-Photonics N

etw
ork

と
い
う
技
術
が
あ
り

ま
し
て
、
こ
れ
を
使
う
の
だ
と
い
う
と
こ
ろ
と
、

光
電
融
合
技
術
と
い
う
の
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
光

と
電
気
の
信
号
を
同
じ
回
路
の
中
で
よ
り
効
率
的

な
形
で
混
在
さ
せ
て
処
理
を
す
る
と
、
そ
ん
な
よ

う
な
技
術
を
駆
使
し
て
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
と
い
う
の
が
成

り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
ら
の
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
い
う

の
が
あ
り
ま
し
て
、Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
と
い
う
の
は
、今

既
に
商
用
化
さ
れ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、

ま
だ
ま
だ
先
が
あ
り
、そ
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
は
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
１
・
０
と
い
う
ぐ
ら

い
の
と
こ
ろ
で
し
た
。こ
の
図
で
い
う
と
１
・
０
、

そ
れ
が
２
・
０
、３
・
０
、４
・
０
と
い
う
こ
と
で
、

ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
だ
展
開
を
し
て
い
き
ま
す
。

※
関
連
動
画

https://youtu.be/cm
pzkxih ac 

　
　

ま
た
は
「
Ａ
Ｐ
Ｎ
」
で
検
索

　

こ
の
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
、
本
当
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
今
後
の
浮

沈
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
の
か
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て

フ
レ
ッ
ツ
光
の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
、
ど
ん
ど

ん
そ
れ
を
売
っ
て
い
こ
う
と
い
っ
た
時
代
も
あ
り

ま
し
た
が
、
あ
る
意
味
そ
れ
以
来
の
商
品
と
捉
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
が
描
く
未
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
開
催
を
さ
れ
て
お

り
ま
す
大
阪
関
西
万
博
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
も
パ
ビ
リ
オ
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ン
と
い
う
形
で
展
示
を
し
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の

中
で
、
今
後
の
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
が
つ
く
っ
て
い
く
未
来

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
姿
を
展
示
し
て
い
る

と
い
う
状
況
で
す
。

　

万
博
会
場
の
夢
洲
と
い
う
所
と
は
別
の
、

一
九
七
〇
年
に
万
博
を
開
い
た
万
博
公
園
が
今

大
阪
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
でPerfum

e

が
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
た
も
の
を
夢
洲
に
再
現
を
す

る
と
、
そ
ん
な
よ
う
な
こ
と
を
こ
こ
で
実
現
し
て

い
ま
す
。

※
関
連
動
画

　
　

「
パ
フ
ュ
ー
ム　

万
博
」
で
検
索

　

途
中
、Perfum

e

の
す
ご
さ
を
強
調
し
た
よ
う

な
感
じ
に
も
見
え
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
、
最
後
の
、
空
間
を
超
え
て
、
ま
さ
に
そ
こ

に
、
極
端
に
言
っ
て
地
球
の
裏
側
に
い
て
も
、
ま

さ
に
隣
に
い
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
み

た
い
な
こ
と
が
将
来
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く

と
い
う
よ
う
な
未
来
を
見
せ
て
く
れ
た
の
か
な
と

い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
北

海
道
と
の
関
わ
り
と
い
う
と
こ
ろ
で
見
ま
す
と
、

こ
の
よ
う
な
絵
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
空
間
を
飛
び
越
え
て
と
い
う
の
は
本

当
の
未
来
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
少
し

手
前
の
未
来
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
と
き
に
、
こ

の
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
で
す
ね
、
日
本
が
今
抱
え
る
課
題
と

北
海
道
の
地
域
特
性
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
掛
け
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
の
課
題
解
決
の
非
常
に
重
要
な

フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
る
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
捉
え
て

い
ま
す
。
国
内
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
、
今
現

在
、
東
京
、
大
阪
に
集
中
を
し
て
い
て
、
今
後
ま

す
ま
す
Ａ
Ｉ
が
普
及
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い

な
い
世
の
中
で
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
需
要
は

高
ま
っ
て
い
く
の
で
す
が
、
非
常
に
大
量
な
電
力

を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
ど
こ
に
造
る
か
と
い

う
こ
と
そ
の
も
の
が
ま
ず
大
き
な
課
題
で
す
。
当

然
、
電
力
と
い
う
の
は
、
熱
を
帯
び
ま
す
の
で
、

や
っ
ぱ
り
そ
う
し
た
課
題
に
も
直
面
し
て
い
る
と

い
う
構
図
に
な
り
ま
す
。

　

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
関
し
ま
し
て
は
、
現
在
、

石
狩
と
か
苫
小
牧
に
大
型
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
っ

て
、
ど
ん
ど
ん
で
き
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
状
況

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
集
積
と
い
う
の

は
進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
実

は
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
先
ほ
ど
言
い
ま

し
た
よ
う
に
、
電
力
を
た
く
さ
ん
使
う
の
で
、
熱

を
帯
び
ま
す
。
そ
の
熱
を
冷
ま
す
た
め
に
も
電
力

は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
御
案
内
の
と
お
り
、

北
海
道
は
そ
も
そ
も
涼
し
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
北
海
道
に
呼
び
込
む
大
き
な

一
つ
の
材
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
Ｉ
Ｏ
Ｗ

Ｎ
で
す
ね
。

　

実
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
石
狩
、
札
幌
、
千

歳
、
苫
小
牧
エ
リ
ア
で
Ａ
Ｐ
Ｎ
の
基
盤
提
供
を
開

始
予
定
で
す
。
こ
の
技
術
を
使
う
こ
と
で
長
距
離

で
あ
っ
て
も
、
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
に
低
遅
延
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
例
え
ば
今
、
東
京
、
大
阪
に
あ
る
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
、
あ
と
北
海
道
に
出
来
て
く
る
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
、
こ
れ
ら
を
Ａ 

Ｐ
Ｎ
、
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
で
つ

な
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
離
れ
て
は
い
ま
す
が
、
あ

る
意
味
一
つ
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
使
う
と

い
う
、
そ
ん
な
よ
う
な
利
用
シ
ー
ン
が
こ
れ
か
ら

ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
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そ
う
し
た
こ
と
は
、
実
は
左
下
に
書
い
て
お
り

ま
す
が
、
北
海
道
庁
が
掲
げ
る
「Society5.0

」

と
い
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ど
ん
ど
ん
使
っ
て
い
こ
う
と

い
う
道
庁
が
掲
げ
る
方
針
で
す
と
か
、
北
海
道
開

発
局
が
掲
げ
る
総
合
開
発
計
画
、
そ
う
し
た
こ
と

に
も
完
全
に
合
致
を
し
て
い
る
と
捉
え
て
お
り
ま

し
て
、
ど
ん
ど
ん
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
を
拡
大
さ
せ
て
い
こ

う
と
、
そ
ん
な
よ
う
な
気
概
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
一
年
間
、
北
海
道
に
お
い
て
も
、
道
庁
な
ど
と

協
力
し
て
、
共
同
実
証
と
い
う
の
を
や
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
が
、
も
し
か
し
た
ら
皆
さ
ん
御
案
内

の
と
お
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ニ
ュ
ー
ス
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
活
用
事
例
と
し
て
、
千
歳
で
の
自
動
運

転
バ
ス
の
実
証
等
も
あ
り
ま
す
。

　

実
は
こ
の
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
、
私
が
こ
こ
ま
で
説
明
し

て
き
た
も
の
は
、
例
え
ば
パ
ビ
リ
オ
ン
で
も
こ
ん

な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
よ
、
北
海
道
の
中
で
も

実
証
実
験
や
っ
て
き
ま
し
た
よ
と
い
う
話
な
の
で

す
が
、
実
は
、
東
日
本
で
初
め
て
商
用
利
用
と
し

て
の
受
注
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
札
幌
医
科
大
学

様
か
ら
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ク
ラ
ウ
ド
に
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ

を
使
う
と
い
う
よ
う
な
受
注
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
来
年
の
一
月
に
開
通
を
す
る
予
定
で
す
。
御

覧
い
た
だ
い
て
い
る
ペ
ー
ジ
は
、
医
科
大
学
様
が

プ
レ
ス
に
公
表
し
た
ペ
ー
ジ
を
少
し
つ
け
て
い
る

の
で
す
が
、
東
日
本
に
お
い
て
初
受
注
と
い
う
ふ

う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
を
知
っ
て
い
た
だ
く

と
い
う
よ
う
な
フ
ェ
ー
ズ
か
ら
、
ま
さ
に
売
っ
て

い
く
と
い
う
よ
う
な
フ
ェ
ー
ズ
だ
と
捉
え
て
い
ま

し
て
、
我
々
も
、
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
を
強
く
ど
ん
ど
ん
推

し
て
い
く
と
、
そ
ん
な
よ
う
な
こ
と
を
今
年
掲
げ

て
や
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
す
。

　

つ
ぎ
に
、
新
規
事
業
と
退
職
者
活
用
と
い
う
こ

と
で
、
御
案
内
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
の
が
、

札
幌
の
丘
珠
に
、
次
世
代
の
イ
チ
ゴ
農
園
が
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ア
グ
リ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
会
社
の
事
業

の
一
環
で
開
設
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
開
設
に
当

た
っ
て
は
、
札
幌
に
在
住
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
苗
植

え
を
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
退
職
者
の
方
々
を
、
苗
植
え
に
手
伝
っ
て

い
た
だ
い
た
と
い
う
お
話
で
す
が
、
実
は
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
支
援
機
構
と
い
う
機
構
に
間
に

入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
ぶ
し
会
の
札
幌
の
皆
さ
ん
に
も
御
協
力
い
た
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だ
き
ま
し
て
、
“
丘
珠
に
そ
の
イ
チ
ゴ
農
園
が
で

き
ま
す
。
苗
を
植
え
る
時
に
お
手
伝
い
い
た
だ
け

る
Ｏ
Ｂ
の
方
々
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
”
と
い

う
こ
と
で
、
や
っ
て
い
た
だ
け
る
Ｏ
Ｂ
の
方
を
見

つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
間
に

入
っ
て
い
た
だ
い
た
の
が
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

機
構
な
の
で
す
が
、
我
々
と
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ

な
事
業
を
や
っ
て
い
く
上
で
、
何
で
も
か
ん
で
も

人
が
足
り
て
い
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
の
で
す

ね
。
そ
こ
に
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
た
だ
け
る

方
を
探
し
て
い
る
と
い
う
構
図
な
の
で
す
が
、

や
っ
ぱ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
事
業
を
や
っ
て
い
た
だ
く
っ

て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
に
や
っ
て

も
ら
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
構
図
が
あ
り
ま
す

ね
。
あ
と
は
、
こ
れ
は
す
み
ま
せ
ん
、
高
め
な
書

き
方
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
退
職

さ
れ
て
以
降
も
現
役
の
事
業
に
力
に
な
っ
て
く
だ

さ
る
方
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
す
ご
く
貢
献
感

を
持
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
る
の
だ
ろ
う
と
こ
ろ
も

あ
っ
て
、
相
思
相
愛
の
営
み
を
し
て
い
る
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
御
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
な

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
で
す
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
商
号
と
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ロ
ゴ
が
、
七
月
一
日
に
こ
の
よ
う
な
形
に
変
わ

り
ま
す
。
一
番
こ
れ
を
見
て
び
っ
く
り
す
る
の

は
、
例
え
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
と
呼
ば

な
く
な
る
と
か
、
コ
ム
ウ
ェ
ア
と
も
呼
ば
な
く
な

る
と
か
、
ド
コ
モ
は
赤
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
使
う
と
か
、

あ
と
は
ド
コ
モ
に
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ル
ー
プ
を
使

う
と
か
、
そ
ん
な
よ
う
な
商
号
の
見
直
し
が
あ
り

ま
す
。
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国
内
外
で
広
く
浸
透
し
て
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
い
う

の
を
正
式
な
商
号
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ロ
ゴ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
し
い
Ｎ
Ｔ

Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
イ
メ
ー
ジ
醸
成
を
目
指
し
た
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
観
点
か
ら
統
一
化
と
い
う
こ
と

で
、
御
覧
の
よ
う
な
形
の
ロ
ゴ
に
変
わ
っ
て
い
く

と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。 

　

実
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
新
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ロ

ゴ
を
見
て
い
た
だ
く
と
、
字
体
が
変
わ
っ
て
い
る

と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
字
体
は
デ
ー
タ
の
字
体

に
合
わ
せ
て
い
る
感
じ
な
の
で
す
ね
。
先
ほ
ど

言
っ
た
、
デ
ー
タ
が
か
な
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
台
頭

し
て
き
て
い
る
中
で
、
字
体
は
何
と
な
く
デ
ー
タ

に
合
わ
せ
た
感
じ
な
の
で
す
が
、
デ
ー
タ
に
も
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
ル
ー
プ
は
つ
け
て
い
る
、
そ
の
よ
う

な
感
じ
で
面
白
く
見
て
い
た
だ
け
る
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
私
ど
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
で
あ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ル
ー
プ
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

ル
ー
プ
を
グ
ル
ー
プ
の
ロ
ゴ
と
し
て
使
い
続
け
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
あ
る
意
味
宣
言
し
た
よ
う
な

中
身
だ
っ
た
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
捉
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
今
ま
で
、N

ippon 
Telegraph and Telephone

で
し
た
が
、
新
商

号
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
い
い
ま
す
。
持
ち
株
の
広
報
室
の

Ｑ
＆
Ａ
に
出
て
い
る
の
で
す
が
、
Ｎ
と
Ｔ
と
Ｔ
に

は
何
の
意
味
も
こ
れ
か
ら
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
Ｎ

Ｔ
Ｔ
と
い
う
名
称
が
広
く
グ
ロ
ー
バ
ル
に
浸
透
し

て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
商
号
に
使
っ
た
と
い
う
の

が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
持
ち
株
の
回
答
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
Ｎ

に
も
上
の
Ｔ
に
も
下
の
Ｔ
に
も
、
何
も
意
味
は
こ

れ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
覚
え
て
い
た
だ
け
た

ら
な
と
思
い
ま
す
。

　

御
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※
講
演
の
内
容
は
要
旨
で
す
。

　

こ
の
記
事
は
会
報
発
行
後
こ
ぶ
し
会
ブ
ロ
グ
に

カ
ラ
ー
版
で
掲
載
し
ま
す
。

役
員
懇
親
会

　
◎
島
津
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

北
海
道
事
業
部
長　
挨
拶

　

皆
さ
ん
こ
ん
ば
ん
は
。
御
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
北
海
道
事
業
部
長
の
島
津
で

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
こ
う
し
て
評
議
員
会
、
懇

親
会
の
ほ
う
に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
、
こ
ぶ
し

会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
我
々
現
役
世
代

の
事
業
活
動
に
御
支
援
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
こ
の

場
を
借
り
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
ご
と
で
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
の
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

只
今
、
司
会
の
方
か
ら
御
紹
介
賜
り
ま
し
た
と

お
り
、
二
年
間
、
こ
こ
ふ
る
さ
と
北
海
道
で
お
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
今
回

北
海
道
を
離
れ
、
そ
し
て
東
日
本
本
体
を
離
れ
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
二
年
間
と
い
う
短
い

時
間
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ふ
る
さ
と

北
海
道
で
、
そ
し
て
初
任
地
で
も
あ
る
、
こ
こ
札

幌
で
仕
事
が
で
き
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と
で
あ
る
が
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ゆ
え
に
、
こ
ぶ
し
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
諸
先
輩

か
ら
温
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
、
二
年
間

ず
っ
と
御
支
援
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
本
当
に
幸
せ

な
二
年
間
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
が
着
任
し
て
か
ら
、
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
北
海
道
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
中
は
も
と
よ
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
各
社
、
そ
し
て
つ
う
け
ん
業
界
の
皆
様
と

も
一
枚
岩
で
北
海
道
を
運
営
し
て
い
こ
う
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
旗
印
を
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
お
か
げ
様
で
、
昨
年
の
実
績
で
申

し
ま
す
と
、
北
海
道
は
東
日
本
全
体
の
中
で
四
冠

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
こ
か
一
つ

の
組
織
だ
け
で
は
な
く
て
、
法
人
営
業
も
、
中

堅
・
中
小
営
業
も
、
あ
る
い
は
設
備
も
、
み
ん
な

が
お
互
い
を
助
け
合
う
形
で
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
か
ら
こ
そ
の
成
果
だ
っ
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
し
、
ま
た
、
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
と
い
う
新
し
い
技
術
に

つ
い
て
も
、
今
年
中
に
北
海
道
バ
レ
ー
で
エ
リ
ア

展
開
を
進
め
て
い
く
と
こ
ろ
も
レ
ー
ル
に
乗
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
と
も
、
皆
様
か
ら

も
、
現
役
世
代
の
頑
張
り
を
お
褒
め
い
た
だ
け
れ

ば
う
れ
し
い
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
御
紹
介
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
と
い
う
会
社
に
移

り
ま
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
局
舎
で
す
と
か
、
あ
る
い

は
土
地
で
す
と
か
、
そ
の
利
活
用
の
仕
事
に
就
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
東
日
本
の
本
体
事

業
と
は
離
れ
た
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
気
持
ち
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
、
中
で
も
や
は
り

ふ
る
さ
と
北
海
道
を
い
つ
ま
で
も
支
援
し
て
い
く

つ
も
り
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
と
も
諸
先
輩
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

変
わ
ら
ぬ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
、
そ
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
に
対
す
る
御
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
電
友
会
こ
ぶ
し

会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
皆
様
の
御
健
勝
を
御

祈
念
申
し
上
げ
、
私
か
ら
の
御
礼
の
御
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

二
年
間
、
本
当
に
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◎
浅
沼
苫
小
牧
支
部
長　
開
宴
の
ご
発
声

　

皆
さ
ん
こ
ん
ば
ん
は
。
今
日
の
総
会
で
、
苫
小

牧
支
部
三
二
年
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

三
二
年
前
の
立
ち
上
げ
た
時
の
支
店
長

は
、
皆
さ
ん
が
御
存
じ
の
、
下　

公
司
さ
ん
で
し

た
。
私
は
そ
の
当
時
、
分
会
長
を
や
っ
て
お
り
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
諸
先
輩
が
大
変
苦
労
し
て
立
ち
上
げ
た
と
い

う
こ
と
を
思
い
つ
つ
、
悲
し
く
お
別
れ
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
、
苫
小
牧
の
会
員
の
年
齢

構
成
は
八
十
歳
以
上
が
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
お
り
ま
す
し
、
役
員
七
人
い
る
中
で
も
、
既
に

六
人
ほ
ど
が
何
ら
か
の
病
状
を
抱
え
て
お
り
、
会

員
自
体
も
体
調
不
良
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
く
、

役
員
の
引
継
ぎ
や
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
記
念
日
の
親
睦
会

が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
等
も
一
つ
の
要
因
で
あ
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
苫
小
牧
は
日
高
、
白
老
な
ど

の
エ
リ
ア
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
方
た
ち
が
苫
小
牧
の
行
事
に
参
加
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
や
む
な
く
地
方
本
部
に
移

行
す
る
こ
と
を
決
断
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は

マ
ー
ジ
ャ
ン
同
好
会
な
ど
も
作
り
な
が
ら
、
会
員

が
減
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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伴　会長　開宴の挨拶

懇親会の模様

浅沼　苫小牧支部長の挨拶

島津　ＮＴＴ東日本北海道事業部長
来賓代表の挨拶

梅津　新理事（北見支部長）による
終宴乾杯のご発声

懇親会の模様
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令和６年度活動報告

　令和６年度の活動計画においても、 「（1）会員の心豊かな生活と生き甲斐への支援施策の充実」、
「（2）NTT並びにNTTグループ会社への協力と連携の強化」、 「（3）組織の活性化と会員拡大施策
の強化」、 を柱として取り組み、 概ね計画通りの活動となりました。

１.　会員の心豊かな生活と生き甲斐への支援施策の充実

　（１）会報の定期発行と掲載内容の充実
会報は、 計画どおり、 年３回（４月、７月、１月）発行するとともに、 地方支部を含めた会の

活動状況、 ＮＴＴグループ・関連企業の紹介、女性部の活動の紹介、 サークル活動の紹介、
会員消息等、 記事の充実に努めました。

また、 「随筆コーナー」、 「文芸コーナー」への投稿等も随時掲載しました。

　（２）各種サークル活動の支援と大会の実施
①　今年度も各サークルに「サークル助成金」を支給し支援するとともに各サークルの活動

状況を会報に掲載し紹介するなど、 活性化・新規結成に努めました。
　　なお、 令和６年度のサークル数は、 次表のとおり54サークル、 919名の参加登録となっ

ています。

ゴルフ

22

381

合　計

54

919

その他

10

141

釣クラブ

1

10

合　唱

0

0

カラオケ

3

60

ボランティア

0

0

囲　碁

6

83

パークゴルフ

12

244

サークル数

登録者数

②　全道パークゴルフ大会の実施
　　例年、 地方本部の行事として実施している「全道パークゴルフ大会」は、 在札の各サー

クルから応援をいただき実施しました。（８月２８日、 えべつ角山パークランド、 ２２名参加）
③　全道ゴルフ大会の実施
　　７年ぶりに開催しました「全道ゴルフ大会」は、 帯広支部、 旭川支部からの参加もあり、

TTSサークルから応援をいただき実施しました。（９月１０日、 札幌テイネゴルフ倶楽部、
４１名参加）

④　電電こぶし会・ＮＴＴ労組札幌退職者の会・情報労連親睦囲碁大会の実施
　　ＮＴＴ労組退職者の会との交流を図る目的で実施している「電電こぶし会・ＮＴＴ労組札

幌退職者の会・情報労連親睦囲碁大会」は、 例年どおり段級位に基づく３グループに編成
して実施しました。（４月２１日、 日本棋院、 ３１名参加）

別紙 1
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　（３）社会貢献活動への支援
①　第３４回電友会ボランティア活動賞の受賞
 • 「第３４回電友会ボランティア活動賞」として次の２名の方が受賞されました。

　＜市民のきのこによる食害防止のためのボランティア活動、
地域奉仕活動及び地域振興活動（教育）への功績＞

石　垣　充　一　さん（函館地方支部）
　　平成４年に「函館キノコの会」を設立し、 ３２年間会長を務め、市民のキノコによる食害

防止のボランティア活動を行うとともに「菌類懇話会」の会員及び「生涯学習コーディネー
ター」として食毒鑑定作業支援や各種団体から依頼される講演会の講師を務めるなどなど
の自然環境保護の教育活動を行うなど、地域社会への奉仕活動、 地域振興活動に大きく
貢献しています。

　＜保護司としての活動並びに地域の安全・安心を守る活動、
日本の伝統文化の継承への功績＞

池　田　健　次　さん（北海道地方本部）
　　平成元年から「鉄東１６分区町内会」の防災・防犯部長、 副会長等を歴任し、 安心・安

全な地域づくりに取り組むとともに平成２８年から「保護司」として、罪を償い再出発しようと
している人たちが再犯や再非行を重ねないように見守り、 支援を行ってきました。

　　また、 昭和５８年から北海道神宮祭の支援団体の一員として活動し、 日本の伝統文化
であるお祭りを彩る「万灯」を後世に伝承していく目的で設立された「万灯保存会」の代表と
して活動するとともに「NPO法人札幌時計台の会」のメンバーとして国の重要文化財である

「札幌時計台」の歴史・文化遺産としての認知を広める活動を行っています。

　（４）会員親睦行事等の実施
①　夏季懇親会については、 令和６年７月３０日に開催し、 ７０名の参加がありました。
②　新年交礼会については、 令和７年１月２８日に開催し、 ７９名の参加がありました。
③　傘寿を迎えられた会員１３７名の方に記念品を贈呈しました。（新年交礼会に出席した対

象者３名には会場で贈呈し、 出席できなかった方には郵送させていただきました）

２.　ＮＴＴグループ各社の諸施策への協力と連携の強化

　（１） 夏季懇親会、 新年交礼会ともにＮＴＴ東日本北海道事業部及びＮＴＴグループ各社幹部の
出席をいただき懇親を深めました。

　（2） 例年、 電信電話記念日に実施されていましたＮＴＴ東日本北海道事業部主催の「退職者交
流会」に多数の会員が参加し、 現役社員等との交流を図ることができました。
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３.　組織の活性化と会員拡大

　（１）会員拡大施策及び会員数の現況
①　会員の更なる拡大に向けて各地方支部による入会勧奨の強化並びにNTT及びNTTグ

ループに対し雇用満了を迎える契約社員等への入会案内・パンフレットの手交を依頼する
とともに、認定サークルによる会員紹介活動等を展開しました。

　また、今年度から実施しました６０才超契約社員を対象とした「会費免除会員」施策につい
ては、NTT東日本北海道事業部のご協力をいただき、２７名の入会がありました。

　　この結果、併せて令和６年度の新規入会者数は、５８名となりました。
　　死亡・退会が１７３名であったことから、令和６年度末会員数は２,５１０名となりました。
　　なお、支部別会員異動状況は「別記」のとおりです。
②　日本電信電話ユーザ協会イベントへの参画
　　会員が様々なイベントに参加できる機会をできるだけ増やすとの観点から、地方本部並

びに各地方支部が日本電信電話ユーザ協会会員に加盟しております。
③　夏季懇親会に合わせたセミナーの開催
　　７月３０日の夏季懇親会に先立ち高齢者向けの「終活セミナー：専門用語を使わない相

続・遺言口座」を開催し、２１名の参加がありました。当日出席できなかった会員にもその
内容を広く周知するため、会報２４１号（Ｒ７．１．１発行）に掲載しました。

④　夫婦会員制度の活用による会員増
　　サークル活動などをご夫婦で楽しむ方々等を想定し、配偶者がＮＴＴグループＯＢでなく

とも会員になれる仕組みをH27年度から運用してきましたが、この制度を活用し、令和６年
度末で１２４名（６２組）が登録されています。

　（２）地方支部との連携強化
　地方支部への運営補助費については、前年度末の会員数をベースとした配賦基準に基づ
き、６月に配賦しました。　
　また、各支部総会へ地方本部からも出席し意見交換を行うなど、連携強化に努めました。

　（３）女性部会活動の活性化
　女性部会については、地方本部並びに小樽・北見・函館・旭川・釧路・帯広の各地方支部
で活動が進められており、助成金を支給し支援しました。
　女性部会の活動の詳細については「こぶし会会報」の女性部会活動状況に掲載し、会員の
皆様にも広く周知しております。

　（４）会員サービスの充実と効率化施策の推進
①　年会費の自動払い込み利用の促進
　　自動払い込みの利用を会報等でお願いするとともに新規会員への自動払い込みの利用を

お願いすることによって新年度の利用者増（１４名増）につながりました。　
②　会費未納者への対応
　　年会費未納者へ、電話、郵便等での支払い督促を行い、過年度分の収納にも一定の成

果を上げました。　　
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４.　ＩＴ普及の推進

　（１） 会員のＩＴ普及推進のため、「ＩＴ相談室」を引き続き開設するとともに会報に「ＩＴ相談室
だより」のページを設け、インターネットやパソコンのスキル向上に向けた操作方法、ブログ開
設の情報提供などを継続して行っています。

　（２） こぶし会ブログの運営
　平成２９年２月から「電電こぶし会ブログ」を運用し、「会報の抜粋」、「サークル活動状況」
などをタイムリーに掲載するとともに「こぶし会入会のご案内」、「会則・実施要領」等も掲載
し、こぶし会会員のみならず未加入のＯＢの方々にも当会の活動内容を理解いただけるよう努
めています。
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【別　記】

○支部別会員異動状況

○新規入会状況

【参考：会員数の支部別・経年別推移】

※ H29 以前の旧岩見沢支部の会員数は地方本部に計上してあります。

R6

1,676

129

188

108

156

85

70

36

62

2,510

女性会員（再）

R7.3末

R7.3末

会 員 数増　減支部間異動退会会員物故者新規会員

165

35

68

40

47

22

11

9

20

1,676

129

188

108

156

85

70

36

62

-63

-12

-7

1

-10

-6

-11

-3

-4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

41

5

4

1

4

2

6

4

2

67

8

5

2

7

6

5

1

3

45

1

2

4

1

2

0

2

1

1,739

141

195

107

166

91

81

39

66

R6.3末

会 員 数
支　部　名

地方本部

函館支部

旭川支部

釧路支部

北見支部

小樽支部

帯広支部

室蘭支部

苫小牧支部

合　計 4172,510-115069104582,625

会 員 の 異 動 状 況

入会区分 年　　度 R6

42

16

58

H30R1R2R3

23

23

46

23

35

58

52

14

66

13

25

38

R5

6

24

30

R4

10

21

31

退 職 説 明 会での 入 会

過年度退職者勧奨入会

合　　　計

支　部　名

地方本部

函館支部

旭川支部

釧路支部

北見支部

小樽支部

帯広支部

室蘭支部

苫小牧支部

合　計

1,836 

146 

211 

114 

169 

93 

82 

39 

70 

R4

2,760 

H29

2,302 

196 

275 

137 

205 

118 

91 

44 

93 

3,461

H30

2,212 

185 

268 

133 

205 

116 

92 

41 

90 

3,342 

2,115 

174 

256 

135 

200 

108 

94 

41 

86 

R1

3,209 

2,049 

167 

246 

130 

190 

104 

89 

43 

79 

R2

3,097 

1,739 

141 

195 

107 

166 

91 

81 

39 

66 

R5

2,625

1,966 

156 

224 

126 

181 

98 

85 

42 

75 

R3

2,953 
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令和６年度　一般会計収支決算書

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

令和　６年４月　１日から
令和　７年３月３１日まで令和　６年４月　１日から
令和　７年３月３１日まで

(単位：円)

科　　目 決算額 科　　目 決算額

前 期 繰 越 金 351,773 事 業 費 6,588,820

仮 受 金 0  （会報発行費） 3,652,028

入 会 金 収 入 36,000  （慶弔見舞費） 1,524,000

 （地方本部） 24,000  （福利厚生費） 1,412,792

 （地方支部） 12,000 　(その他) 0

会 費 収 入 6,232,500 会 議 費 1,710,029

 （地方本部） 4,146,000  （総会懇親会費） 689,442

 （地方支部） 2,086,500  （評議員会費） 1,020,587

分 担 金 収 入 1,828,690  （その他の会議費） 0

 （会報発行費） 1,828,690 事 務 費 2,936,975

配 付 金 収 入 1,312,500  （用品費） 59,911

 （運営補助費） 1,102,500  （通信費） 274,859

 （ＩＴ推進費） 210,000  （振替手数料） 257,099

 （その他） 0 　(旅費交通費) 888,620

総会（懇親会）収入 514,000  （賃　金） 1,078,600

広 告 収 入 903,500  （賃借料） 198,915

利 息 収 入 1,532  （雑　費） 165,771

そ の 他 の 収 入 1,318,027  （その他） 13,200

 （新年交礼会費） 567,000 運 営 補 助 費 1,228,750

 （保険協力費） 60,000 そ の 他 の 支 出 829,351

 （本部評議員旅費） 115,030  （新年交礼会） 685,661

 （その他） 575,997  （支部総会祝金） 90,000

特別会計から受入 1,200,550  （その他） 53,690

収 入 合 計 13,699,072 特 別 会 計 繰 入 200,882

支 出 合 計 13,494,807

当 期 収 支 差 204,265

収　　　入 支　　　出

令和６年度一般会計収支決算書
別紙２－１

-6-

別紙 2−１
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別紙 2−2

（単位：円）

科　　目 決算額 備　　　　考

（収入の部）

  前期繰越金 2,892,079

  一般会計から繰り入れ 200,882 受取利息882円含む

　

計 3,092,961

（支出の部） 　

  銀行残高証明書 550

　一般会計へ繰入れ 1,200,000

　

計 1,200,550

収支差額 1,892,411 次期繰越

区　　分 金　　額

一般会計
　　現　金 0
　　普通預金 92,569
　　郵便貯金 64,665
　　郵便振替口座 47,031
　　　　　合　計 204,265
特別会計
　　現　金 0
　　普通預金 1,892,411 三菱ＵＦＪ信託銀行

　　　　　合　計 1,892,411

令和６年度特別会計収支決算書

令和６年４月　１日から
令和７年３月３１日まで

令和６年度　残高明細書

別紙２－２別紙２－２

（単位：円）

科　　目 決算額 備　　　　考

（収入の部）

  前期繰越金 2,892,079

  一般会計から繰り入れ 200,882 受取利息882円含む

　

計 3,092,961

（支出の部） 　

  銀行残高証明書 550

　一般会計へ繰入れ 1,200,000

　

計 1,200,550

収支差額 1,892,411 次期繰越

区　　分 金　　額

一般会計
　　現　金 0
　　普通預金 92,569
　　郵便貯金 64,665
　　郵便振替口座 47,031
　　　　　合　計 204,265
特別会計
　　現　金 0
　　普通預金 1,892,411 三菱ＵＦＪ信託銀行

　　　　　合　計 1,892,411

令和６年度特別会計収支決算書

令和６年４月　１日から
令和７年３月３１日まで

令和６年度　残高明細書

別紙２－２別紙２－２令和６年度　特別会計収支決算書

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

令和６年度　残高明細書
（単位：円）

令和　６年４月　１日から
令和　７年３月３１日まで

令和　７年３月３１日現在
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会 計 監 査 報 告 書

令和６年度の一般会計、特別会計の収支決算書に基づき、会計帳簿、

現金、預金通帳、証拠書類を監査した結果、適正且つ正確に処理されて

いることを認めましたので報告します。

令和７年５月１４日

別紙 3

監事　　向　　　和　則

監事　　西　森　　　諭
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別紙 4

令和７年度活動計画（案）

　電友会は、人生１００年時代にあって、会員の皆さんが社会環境の変化に柔軟に対応し、仲
間や地域の繋がりを大切にしながら、健康で有意義なシニアライフを過ごしてもらうことのお
役に立つことを基本に活動しています。
　電友会北海道地方本部電電こぶし会においては、この考え方をベースに令和７年度の活動計
画においても、従前同様、（1）会員の心豊かな生活と生き甲斐支援施策の充実、（2）NTT
並びにNTTグループ会社への協力と連携の強化、（3）組織の活性化と会員拡大施策の強化、
を柱として取り組むこととします。
　活動にあたっては、諸物価の高騰や会員の減少に伴う会費収入の減少等を踏まえ、コストを
意識した効率的・効果的な経費使用に努めていくこととします。

１．会員の心豊かな生活と生き甲斐への支援施策の充実

　（１）会報の発行については、年３回（４月、７月、１月）とする
　（２）各種サークル活動への支援と競技大会の実施
　　　①　サークル活動状況等の会報への掲載
　　　②　サークル活動費の支援
　　　③　全道パークゴルフ大会の開催（８月）
　　　④　全道ゴルフ大会の開催（９月）
　（３）地域社会貢献活動への積極的支援
　　　①　廃棄物不法投棄の撲滅に向けた取り組み
　　　②　社会貢献活動への支援
　　　③　本部ボランティア表彰案件の積極的な掘り起こしと推薦
　（４）会員親睦行事の開催
　　　①　夏季懇親会の開催（令和７年７月２９日予定）
　　　②　新年交礼会の開催（令和８年１月２３日予定）

２．ＮＴＴ及びＮＴＴグループ会社への協力と連携の強化

　（１）会報によるＮＴＴグループの事業動向の周知と支援
　（２）ＮＴＴ東日本ＣＳＲ活動との連携強化
　　　①　「ＮＴＴ記念日全道一斉清掃活動」への参加
　　　②　「ＮＴＴ退職者交流会」への参加
　（３）各種商品販売情報の提供
　（４）不安全設備の情報提供への協力
　（５）「ＮＴＴ退職者交流会」にかかる各種業務の支援
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３．組織の活性化と会員拡大施策の強化

　（１）組織の活性化
　　　①　ユーザ協会主催各種イベントへの積極的参加の推進　
　　　②　「ＮＴＴ退職者の会」との交流促進
　　　　　※共催する囲碁大会の継続、新年会等での交流
　　　③　夏季懇親会に合わせセミナーを開催
　　　④　長期就任役員の退任時における感謝状の贈呈
　（２）会員拡大の取り組み
　　　①　ＮＴＴ（グループ含む）の完全退職者（一般的には65歳定年の社員）に対する勧奨の強

化（ＮＴＴの協力を得て退職前に勧誘資料等を手交）
　　　②　NTT（グループ含む）の60才超契約社員を対象に65才までの最長５年間の会費

を免除する「会費免除会員施策」の継続実施
　　　③　会員ネットワークの活用による未加入退職者の入会希望情報の入手（紹介者へインセン

ティブの支給）
　　　④　可能な範囲で未加入退職者に入会を案内してもらうようNTTグループへ依頼
　　　⑤　認定サークルによる会員紹介活動の展開（紹介サークルへのインセンティブの支給）
　　　⑥　夫婦会員の勧誘活動の継続
　　　　　※夫婦どちらかがＮＴＴグループＯＢであれば揃って会員になれる仕組みの活用　
　（３）地方支部との連携強化
　　　①　地方支部総会への本部役員の出席
　　　②　会員拡大等実績が顕著な地方支部への表彰
　（４）女性部会活動の活性化
　　　①　女性部会自らの企画による活動への支援
　　　②　女性部会による会員拡大施策の展開への支援
　　　③　女性会員の役員等への登用拡大
　（５）会員サービスの充実と効率化施策の推進
　　　①　個人情報保護に配意した運営
　　　②　年会費の「自動払込」利用の促進
　　　③　会費未納者への対応強化
　　　④　各種増収・効率化施策の展開による財務基盤の確立

４．ＩＴ普及の推進

　（１）ＩＴ相談員の継続配置
　（２）こぶし会のブログ運営とその充実

− 27−



243号243号

令和７年度　一般会計収支予算

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（単位：円）

令和７年４月　１日から

令和８年３月３１日まで

（単位：円）

科　　目 予　算 科　　目 予　算

前 期 繰 越 金 204,265 事 業 費 6,700,000

仮 受 金 0   （会報発行費） 3,700,000

入 会 金 収 入 30,000 　（慶弔見舞費） 1,600,000

   (地方本部） 20,000 　（福利厚生費） 1,400,000

  （地方支部） 10,000   （その他） 0

会 費 収 入 7,000,000 会 議 費 2,020,000

  （地方本部） 4,800,000 　（総会〈懇親会〉費） 800,000

  (地方支部） 2,200,000 　（評議員会費等） 1,220,000

分 担 金 収 入 1,850,000 　（その他の会議費） 0

  （会報発行費） 1,850,000 事 務 費 2,879,200

配 付 金 収 入 1,606,400 　（用品費） 60,000

  （運営補助費） 1,405,600 　（通信費） 300,000

   (ＩＴ推進費） 200,800 　（振替手数料） 300,000

  （その他） 0 　（旅費交通費） 940,000

総会（懇親会）収入 740,000 　（賃金） 846,000

広 告 収 入 920,000 　（賃借料） 300,000

利 息 収 入 1,500 　（雑費） 120,000

そ の 他 の 収 入 1,500,000 　（その他） 13,200

  （新年交礼会会費） 740,000 運 営 補 助 費 1,180,000

  (保険協力費) 60,000 そ の 他 の 支 出 1,050,000

  （本部評議員会等旅費） 120,000 　（新年交礼会） 900,000

  （その他） 580,000 　(支部祝金） 90,000

特別会計から受入 800,550 　（その他） 60,000

収 入 合 計 14,652,715 特 別 会 計 繰 入 800,900

支 出 合 計 14,630,100

収 支 差 額 22,615

収　　　入 支　　　出

令和7年度 一般会計収支予算

-12-

令和　７年４月　１日から
令和　８年３月３１日まで

別紙 5−１
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令和７年度　特別会計収支予算
令和７年４月　１日から
令和８年３月３１日まで

（単位：円）

科     　　目 予　　算 備　　　　考

（収入の部）

    前期繰越金 1,892,411

    受取利息 900

　　一般会計から繰入  

計 1,893,311

（支出の部）

　　銀行残高証明書 550

計 550

収支差額 1,892,761 次期繰越

令和7年度特別会計収支予算

別紙５－２

（単位：円）

別紙 5−2

令和　７年４月　１日から
令和　８年３月３１日まで
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組織改正について
別紙 6

１． 苫小牧地方支部においては、現支部役員の高齢化、並びに若手会員が少なく新たに役員
の担い手を選任することが極めて困難な状況となっています。

　　 今般、苫小牧地方支部の臨時総会（令和７年４月１８日開催）での決議を受け、令和７
年５月末日をもって苫小牧地方支部を廃止し、令和７年６月以降、北海道地方本部に統合
することとします。

２． 上記の状況を踏まえ「こぶし会会則　第６条」を別紙のとおり改訂する。
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評議員の選任について
別紙 7

所　属 氏　　　名 再任・新任 所　属 氏　　　名 再任・新任

地方本部

荒　谷　美千代 再任

地方本部

小　川　晴　生 新任
伊　藤　三枝子 再任 加　藤　　　治 新任
大　島　光　明 再任 渡　邉　一　正 新任
太　田　　　要 再任
柴　田　尚　人 再任
高　橋　盛　俊 再任
高　原　正　和 再任
多　田　千恵子 再任
林　　　伸　幸 再任
原　山　優　子 再任
東　山　克　巳 再任
松　本　和　之 再任
味　藤　　　晋 再任
森　　　良　樹 再任

＜計１７名＞

所　属 氏　　　名 再任・新任

地方本部
大　澤　高　廣 再任
濱　　　孝　之 新任

（敬称略）1．地方本部評議員の選任

2．電友会本部評議員の選任

（注）①地方本部選任定数は17名である。（地方本部会員数：1,672名）
　　　②支部選任の評議員は支部長が選任
　今回評議員を退任される方は「有村光輝　様」、「澤田新作　様」、「白澤康夫　様」、「高橋勝嘉　様」の４名です。

　今回本部評議員を退任される方は「白髭博司　様」です。

【参考】～「電友会北海道地方本部電電こぶし会会則」（抜粋）～
　（評議員の選任）
　第13条　評議員の選任は、会員100名につき1名の割合で選出し理事会で選任する。
　　　　　但し、地方支部については次の定数（省略）により支部長が選任する。
　　　　　また、本部評議員は、本部会則にもとづき理事会で選任する。

　評議員の改選期にあたり、以下のとおり評議員の選任をお願いします。
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こぶし会会員の皆様、並びにご家族の皆様へ

異動があった場合は必ずこぶし会事務局にご連絡を！！

　住居の移転、施設への入所等で住所に変更があった場合等は必ずこぶし会事
務局に連絡をお願いします。
　
　ご連絡いただけない場合

　　・会報や大事なお知らせをお届けできない。
　　・慶弔金や記念品をお届けできない。

　などの事態となってしまいます。

　昨今、個人情報保護の面から、こぶし会事務局で会員の移転先や連絡先を追
跡することが困難になっています。
　異動の際は必ずご一報ください。

　また、万が一の場合に備えて、ご家族の方にもご連絡先を教えておいていた
だくことをお勧めします。

電電こぶし会事務局
ＴＥＬ   ：（011）290-4747
E メール :  kobu02@seagreen.ocn.ne.jp
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こぶし会会費の「自動払込」ご利用のお勧め

　電電こぶし会の会費支払いについては

　・「払込取扱票」により郵便局窓口・ＡＴＭで支払う方法
　・ゆうちょ銀行への事前申し込みによる「自動払込」の二通りの方法がありますが

　「自動払込」は、送金人（会員様）の通常貯金から指定の金額（年会費 3,000 円）をこぶし
会本部の振替口座に自動的に払い込む送金方法で、毎年（４月下～５月上頃引き落とし）自動
継続されます。

　会員様のメリットとしては、

　・振込の手数料がかかりません。（本部で負担します。）
　・ＡＴＭで通帳・カードでの払込は都度操作の手間がかかりますが、「自動払込」の場合は
　　一度「利用申込書」を提出していただくだけです。
　・支払い忘れ、「払込取扱票」の亡失等による滞納の心配がありません。

　概ね２月末までに、郵便局へ「自動払込利用申込書」を提出していただくと、今年度からの
引き落とし（４月）が可能となります。

　ゆうちょ銀行に口座をお持ちの方は、是非この機会にお申込み下さい。

　「自動払込利用申込書」はこぶし会事務局にありますので、ご連絡いただければ郵送致します。
☎（０１１）―２９０－４７４７

こぶし会会費の「⾃動払込」ご利⽤のお勧め

電電こぶし会の会費⽀払いについては

・「払込取扱票」により郵便局窓⼝・ＡＴＭで⽀払う⽅法
・ゆうちょ銀⾏への事前申し込みによる「⾃動払込」
の⼆通りの⽅法がありますが

「⾃動払込」は、送⾦⼈（会員様）の通常貯⾦から指定の⾦額（年会費
2，500円）をこぶし会本部の振替⼝座に⾃動的に払い込む送⾦⽅法で、
毎年（４⽉下〜５⽉上頃引き落とし）⾃動継続されます。

会員様のメリットとしては、

・振込の⼿数料がかかりません。（本部で負担します。）
窓⼝・ＡＴＭで現⾦での⽀払いには110円の⼿数料がかかります。
・ＡＴＭで通帳・カードでの払込は都度操作の⼿間がかかりますが、
「⾃動払込」の場合は⼀度「利⽤申込書」を提出していただくだけです。
・⽀払い忘れ、「払込取扱票」の亡失等による滞納の⼼配がありません。

概ね２⽉末までに、郵便局へ「⾃動払込利⽤申込書」を提出していただ
くと、今年度からの引き落とし（４⽉）が可能となります。

ゆうちょ銀⾏に⼝座をお持ちの⽅は、是⾮この機会にお申込み下さい。

「⾃動払込利⽤申込書」はこぶし会事務局にありますので、ご連絡いただ
ければ郵送致します。

☎（０１１）―２９０−４７４７

こぶし会事務局
申込⽤紙郵送

会員様
ご記⼊

最寄りの郵便局
に提出
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電友会北海道地方本部会員の健康増進及び親睦を図る観点から、次のとおりパークゴルフ大
会を開催しますので、参加をお待ちしております。

１．実施年月日　　令和７年８月２７日（水）
　　　　　　　　　午前９時００分開始（８時３０分から受付）、雨天決行
２．実 施 場 所　　札幌パークゴルフ　福移の杜コース
　　　　　　　　　札幌市北区篠路町福移１５４－３　　TEL 011-374-8000
　　　　　　　　　http://parkfukui.com　または「パークゴルフ　福移の杜」で検索
３．参 加 資 格　　電電こぶし会の会員及びその配偶者とする。
４．募 集 人 員　　５０名程度
５．参 加 会 費　　１,０００円（地方支部から参加の方は無料とします。）
６．賞　　　　　　男子：優勝、準優勝、３位
　　　　　　　　　　　　飛び賞（参加人数により決定）
　　　　　　　　　　　　ＢＢ賞、ＢＢメーカ賞
　　　　　　　　　女子：優勝、準優勝、３位
　　　　　　　　　　　　飛び賞（参加人数により決定）
　　　　　　　　　　　　ＢＢ賞、ＢＢメーカ賞
　　　　　　　　　　　　＊上記のほか、ホールインワン賞・参加賞もあります。
７．参加申込方法
　　（１）令和７年８月８日（金）までに、電話、ＦＡＸ、メールのいずれかで事務局へ申込願います。
　　　　　なお、参加人員に達した時点で締め切ることもありますのでご容赦願います。
　　（２）地方支部からの参加者については、各支部の事務局長へ申し出てください。

８． その他
　　（１）現地への交通は各自で手配してください。
　　（２）当日は、午前８時３０分から受付しますので、時間厳守でお願いします。
　　（３）当日の昼食は、各自で用意してください。
　　（４）競技ルールは、本大会の定めるところにより実施します。
　　（５）表彰式は競技終了後行います。（終了後解散）

電友会北海道地方本部
「全道パークゴルフ大会」の開催について

　　　　【大会事務局】　電話：011‐290‐4747　　ＦＡＸ：011‐290‐5706　　　　　　
　　　　　　　　　　　　Ｅ-mail:kobu02@seagreen.ocn.ne.jp
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電友会北海道地方本部会員の健康増進及び親睦を図る観点から、次のとおりゴルフ大会を開
催しますので、参加をお待ちしております。

１．実施年月日　　令和７年９月９日（火）
　　　　　　　　　午前９時１０分スタート（きつつき、らいちょう同時スタート）
　　　　　　　　　午前８時から受付開始、雨天決行
２．実 施 場 所　　札幌テイネゴルフクラブ（きつつき、らいちょうコース）
　　　　　　　　　札幌市手稲区手稲本町５９３番地　　電話　011-688-1112
３．募 集 人 員　
 　　（１）４８名（１２組）とする。
　　 （２）申込に際しては生年月日、年齢及びオフィシャルハンディ又はプライベートハン
　　　　　ディをお知らせ願います。
４．参 加 費　　１,０００円（地方支部から参加の方は無料とします。）
５．プ レ イ 代　　９,５００円（キャディ付＜カート使用＞、食事・ソフトドリンク付）
　　　　　　　      各自負担願います。
６．賞　　　　　　賞については現在検討中のため、開催当日の発表とさせて頂きます。
７．参加申込方法
　　（１）令和７年８月８日（金）までに電話、ＦＡＸ、メールのいずれかで事務局へ申込願います。
　　　　　なお、参加人員に達した時点で締め切ることもありますのでご容赦願います。
　　（２）地方支部からの参加者については、各支部の事務局長へ申し出て下さい。

８． その他
　　（１）現地への交通は各自で手配願います。
　　（２）当日は午前８時より受付開始しますので、時間厳守でお願いします。
　　（３）競技ルールは、本大会の定めるところにより実施します。
　　（４）表彰式は競技終了後実施します。

電友会北海道地方本部
「全道ゴルフ大会」の開催について

　　　　【大会事務局】　電話：011‐290‐4747　　ＦＡＸ：011‐290‐5706　　　　　　
　　　　　　　　　　　　Ｅ-mail:kobu02@seagreen.ocn.ne.jp
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　NTT労組札幌退職者の会・情報労連・電電こぶし会共催親睦囲碁大会が４月６日（日）に
日本棋院囲碁会館で開催されました。
　大会には２３名の参加があり、日頃より磨いた腕を競い合いました。
　開会にあたって、NTT労組札幌退職者の会佐野会長より、参加者の皆様へ激励の言葉が述
べられました。
　つづいて大会役員の宮森幹事から競技の説明の後、熱戦がスタートしました。
　競技は自己申告の段級位に基づき３グループに編成され、各グループ単位に対局、順位を決
定しました。
　その結果、下表の方々が入賞され、賞品が授与されました。
　今大会もまた参加者の技能向上と会員相互の親睦が図られました。
　入賞された皆様、おめでとうございます。
　そして、競技運営に携わって下さいました各サークル役員の方々、及び退職者の会のサーク
ル委員会の皆様、大変お疲れ様でした。

NTT労組札幌退職者の会・情報労連・
電電こぶし会共催　親睦囲碁大会の開催

A クラス Ｂクラス Ｃクラス
優勝 稲　井　昭　紀 中　井　律　哉 川　内　康　久

準優勝 菅　澤　　　 優 山　腰　重　男 横　井　正　昭
３位 佐　藤　公　哉 中　屋　靖　雄 髙　橋　龍　二
４位 黒　田　英　雄 今　井　征　紀 木　村　博　次
５位 小　谷　俊　彦 髙　橋　忠　雄 吉　多　万寿夫

●各グループの入賞者

NTT 労組札幌退職者の会
佐野会長のあいさつ

司会進行の宮森さん受付の模様

（敬称略）
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熱戦の模様

Ａクラス上位入賞者
優勝：稲井さん〈中〉、 準優勝：菅澤さん〈左〉、 ３位：佐藤さん〈右〉

Ｂクラス上位入賞者
優勝：中井さん〈中〉、 準優勝：山腰さん〈左〉、 ３位：中屋さん〈右〉

Ｃクラス上位入賞者
優勝：川内さん〈中〉、 準優勝：横井さん〈右〉、 ３位：髙橋さん〈左〉

優勝を懸けた大一番
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支部等名 分類 サークル名 会員数 代表者 幹事（連絡先）

北 海 道
地方本部

ゴルフ

 　もみじ会                           13（13） 秋田　文也 鈴木　　繁

 　すずらん会                        13（27） 山本　淑裕 野口　修一

　 ＮＯＣ会                    　      7（16） 北市　博成 阿部　秀也

 　AD Ｃゴルフ同好会 16（34） 相原　純一 宮関　隆志

 　北海道マイクロ・ゴルフ会　　　　 　 24（28） 廣嶋 　　修 廣嶋　　修

 　北斗会ゴルフ愛好会 (HLC)　 　 8（10） 千田　　宏 大舘　広之

　ＳＤＣ会　　 　 20（28） 佐藤　正志 恒吉　和夫

　ＫＵ会 10（12） 近藤　弘悦 近藤　 弘悦

　ＴＴＳ会　　　　　　　　　　　　 　 24（26） 大澤　高廣 福士　哲樹

　ｄｏｃｏｍｏ 14 倶楽部ゴルフサークル 22（22） 小松　直樹 小松　直樹

　四木会　　　　　　　　　　　　 　 24（34） 三好　和夫 宮森　　進

　HB 会 22（31） 林　 　正美 斎藤　鉄也

　芝楽会 16（22） 坂田　 　弘 坂野　吉則

　優遊クラブ 11（30） 西川　弘樹 西川　弘樹

　有志の会 18（22） 石井　輝雄 高橋　政士

　ＳＳＧクラブ 9（9） 鈴木　 　繁 大澤　高廣

　北広倶楽部 24（32） 原間井　昇 中山　　忠

パークゴルフ

　パークゴルフ球愛会　　　   　　 12（19） 玉川　匡治 松田　信幸

　ユー愛ライフ手稲パークゴルフ同好会 6（36） 山下　 　實 山下　　實

　すずらん会パークゴルフ同好会   12（19） 高田　豊一 高田　豊一

　西楽パークゴルフ同好会　　   　　　 5（23） 池田　一義 池田登志子

囲碁

　 ＨＤＫ囲碁同好会   10（14） 菅澤　　優 中屋　靖雄

　石心会     　　　     8（15） 喜多　　 馨 渡部　宣之

　サロン囲碁の会 13（23） 髙橋　忠雄 山腰　重男

麻雀
　搬友会 11（32） 米坂　純一 太田　吉泰

　遊友会 15（35） 玉川　匡治 今　　和季

カラオケ 　ドコモカラオケサークル 18（21） 斎藤宏二郎 斎藤宏二郎

その他 　小樽ウォーキングスキークラブ 15（26） 白石　則麿 吉田　誠治

令和７年度
電友会認定サークル結成状況

令和7年度電友会認定サークルはつぎのとおり決定したのでお知らせします。
なお、入会を希望される方は電電こぶし会事務局にお問合せください。（電話０１１－２９０－４７４７）

令和７年６月１日現在

注：会員数は電電こぶし会会員数で、（　）内はサークル会員数です。
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注：会員数は電電こぶし会会員数で、（　）内はサークル会員数です。※は新規登録サークル

支部等名 分類 サークル名 会員数 代表者 幹事（連絡先）

函　館

ゴルフ 　HNO ゴルフ愛好会 10（20） 山本　一彦 山本　一彦

パークゴルフ 　パークゴルフ愛好会 11（26） 今　　武夫 花田　雅良

旅行 　旅行愛好会 11（11） 白井　征二 白井　征二

その他 　夢舞隊　 11（11） 船登　教子 白井　征二

旭　川

ゴルフ 　ＮＴＴ退職者の会ゴルフクラブ（ＮＯＧ） 10（17） 茶家　広一 茶家　広一

パークゴルフ
　ＰＧＥＣ（パークゴルフを楽しむ会） 28（54） 東　　　訓 三田村　勉

　パークゴルフクラブさつき 10（14） 清水　一夫 清水　一夫

釧　路

パークゴルフ 　ＮＴＴパークゴルフサークル 　　 29（41） 越田　英子 森　　健二

釣り 　狂鱗会 10（10） 門脇　一孝 矢田　常利

囲碁 　碁楽会      　　　     7（15） 橋本　　 修 野澤　正敏

ボウリング 　ボウリングサークル 13（23） 森　　 健二 岩浅　正稔

その他 　ふまねっとサークル 11（19） 石田　節子 平川 智恵子

北　見

ゴルフ 　ＮＯＧ同好会 10（14） 小野　正美 加勢　隆志

パークゴルフ 　ＮＴＴ－ＯＢパークゴルフ同好会 27（31） 坂口　忠雄 今野　健一

囲碁 　ＮＴＴ退職者北見囲碁同好会  20（21） 斉藤　則文 小田島直夫

カラオケ 　北見カラオケ同好会「トーン電会」 18（20） 松本　　守 佐伯　通俊

ダンス 　社交ダンス同好会　  　  10（10）  松本　　 守 赤坂　洋史

小　樽
パークゴルフ 　踏青会　　　　　    　  32（33） 佐々木 治美 佐々木 治美

カラオケ 　気楽会 20（22） 冨田　秀三 冨田　秀三

帯　広
ゴルフ 　ＮＴＴ・ＯＢゴルフ同好会　　　 　 　 13（16） 竹内　勝彦 小柳　信三

パークゴルフ 　帯広ＮＴＴ・ＯＢパークゴルフ同好会　  　 24（29） 平田　義夫 鈴木　勝美

室　蘭
パークゴルフ 　室蘭パークゴルフサークル 19（33） 秋山　健一 菅野　耕司

ボウリング 　室蘭ボウリング同好会      11（17） 大西　喜義 菅野　耕司

苫小牧 パークゴルフ 　苫小牧こぶし会パークゴルフクラブ 28（29） 浅沼　洋右  原口　増雄

合　計 　５２サークル 799（1,195）
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このような設備を発見したらWeb１１３へ

不安全設備WEB受付 検索

Web113下記URLにアクセス
または「不安全設備WEB受付で検索
https://web113.ntt-east.co.jp/safety_report/

NTT東日本では、日々点検・改善を行い、設備の安全に
万全を期しておりますが、下記ような設備を発見されました
らご連絡をお願いいたします。

不安全設備の情報提供にご協力ください

このような設備を発見したらWeb１１３へ

不安全設備WEB受付 検索

Web113下記URLにアクセス
または「不安全設備WEB受付で検索
https://web113.ntt-east.co.jp/safety_report/

NTT東日本では、日々点検・改善を行い、設備の安全に
万全を期しておりますが、下記ような設備を発見されました
らご連絡をお願いいたします。

不安全設備の情報提供にご協力ください
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　「暑気払い!」１４倶楽部ビールパーティ開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ードコモ支部ー

　毎年シーズン恒例、会員同士の親睦を深め互いの健康に
感謝する１４倶楽部ビールパーティを開催いたします。
　ビールを飲んで多くを語らい、暑気を払って英気を養い
この夏を乗り切っていきましょう!
 

   日時　　８月２３日(土 )　　午後４時から
 
　場所　　くつろぎフロアーユック
　　　　　札幌市中央区北１条西５丁目４－１
　　　　　興銀ビルB１F
 
　会費　　４,０００円／人
 

「出席」される方は、７月１５日までに
  ・  携帯電話または SMS・プラスメッセージにて
　　　　　　《０８０７７２８８１８８》
 　 渡邉までお名前フルネームでご連絡ください
  ・  メールの方は以下アドレスまでフルネームご記入の
　うえ送信してください。

k08077288188@docomo.ne.jp か  kazumasa871@gmail.com　　
　　　　
                                      締め切り日　７月３１日（木）

− 43−



243号243号

北
見
地
方
支
部
定
期
総
会
の
開
催

―
北
見
地
方
支
部
―

令
和
七
年
度
北
見
地
方
支
部
定
期
総
会
は
、
六

月
六
日
（
金
）
に
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
北
見
営
業
支
店
三
階

会
議
室
」
で
会
員
二
十
五
名
の
方
々
が
出
席
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
地
方
本
部
電
電
こ
ぶ
し
会
か
ら
福
士
事

務
局
長
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
北
見
営
業
支
店
か
ら
は
村
田

支
店
長
代
行
が
ご
来
賓
と
し
て
ご
出
席
を
頂
き
ま

し
た
。

総
会
は
、
加
藤
ケ
イ
子
副
支
部
長
の
司
会
で
す

す
め
ら
れ
、
最
初
に
昨
年
以
降
に
ご
逝
去
さ
れ
た

九
名
の
方
々
に
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。
続
い

て
、
梅
津
支
部
長
か
ら
一
年
ぶ
り
の
総
会
を
開
催

で
き
た
こ
と
、
そ
の
間
に
多
く
の
会
員
が
ご
逝
去

さ
れ
た
中
で
、
元
気
で
集
い
会
え
た
こ
と
を
共
々

に
喜
び
あ
い
た
い
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。　

次
に
、
電
電
こ
ぶ
し
会
福
士
事
務
局
長
か
ら
、

道
内
優
良
企
業
に
Ｏ
Ｂ
組
織
が
在
る
の
は
稀
で
あ

り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
永
ら
く
継
続
し
て
い
る
こ
と
は
大

変
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
高
齢
化
で
会
員
減

少
の
対
策
と
し
て
、
六
十
歳
以
上
か
ら
会
費
無
料

で
最
大
五
年
間
会
員
に
な
っ
て
頂
く
「
お
試
し
参

加
」
で
効
果
が
出
て
い
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
北
見
営
業
支
店
村
田
支
店
長
代
行
か
ら

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
北
海
道
支
店
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

毎
年
十
月
二
十
三
日
電
電
記
念
日
に
開
催
さ
れ

る
「
退
職
者
と
の
交
流
会
」
を
来
年
は
北
見
営
業

支
店
で
持
ち
回
り
開
催
さ
れ
る
と
の
説
明
が
あ
り

来
年
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
と
の
ご
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
議
長
に
安
立
茂
和
さ

ん
を
選
出
し
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
事
務
局
か

ら
令
和
六
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
決
算
報
告
・

会
計
監
査
報
告
を
行
い
、
質
疑
応
答
の
後
に
令
和

七
年
度
事
業
計
画
予
定
並
び
に
収
支
予
算
の
提
案

後
、
質
疑
応
答
を
行
い
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
総

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
は
、
松
本
相
談
役
の
乾
杯
の

音
頭
で
は
じ
ま
り
、
合
間
に
梅
津
支
部
長
並
び
に

来
賓
の
方
々
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、
親
睦
を
深
め
る

こ
こ
と
な
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
と
近
況

を
語
り
合
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
最
後
に
、
一
條
守
さ
ん
の
発
声
で
、
次

年
度
の
再
会
を
約
束
し
て
総
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

美女に囲まれてご満悦な
年下の男の子‼

北海道地方本部電電こぶし会
福士事務局長の挨拶

議案集に真剣に目を通しています１年ぶりの再会で話に花が咲く
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全
道
女
性
部
意
見
交
換
会
の

開
催
模
様

―
北
海
道
地
方
本
部
―

令
和
七
年
五
月
三
〇
日
、前
述
の
理
事
会
・
評
議

会
と
並
行
し
、別
室
に
て
、全
道
各
支
部
よ
り
、女

性
部
活
動
の
中
核
を
担
う
会
員
の
皆
様
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
の
冒
頭
、伴
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、日
頃

の
活
動
に
対
す
る
感
謝
と
今
後
に
向
け
て
の
エ
ー
ル

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、北
海
道
地
方
本
部
女
性
部
会
長　

阿

部
眞
幸
子
さ
ん
の
司
会
で
、地
方
本
部
、支
部
毎
に

日
頃
の
活
動
状
況
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
、活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

活
動
の
一
例
を
あ
げ
る
と
（
発
表
順
）

落
語
鑑
賞
、
動
物
園
見
学　
　
　

―
地
方
本
部

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
料
理
教
室　
　
　

―
函
館
支
部

サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
、あ
さ
り
掘
り　

―
釧
路
支
部

ぶ
ど
う
収
穫
体
験
、ボ
ウ
リ
ン
グ　

―
帯
広
支
部

美
術
館
見
学
、
会
食
（
予
定
）　

―
小
樽
支
部

社
交
ダ
ン
ス
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　

―
北
見
支
部

笑
い
ヨ
ガ
、
ス
マ
ホ
教
室　
　
　

―
旭
川
支
部

こ
の
よ
う
に
、各
支
部
と
も
色
々
と
工
夫
し
な
が

ら
、地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
を
続
け
る
上
で
、共
通
の
悩
み
と
し
て
、会

員
数
の
減
少
、高
齢
化
に
よ
り
参
加
者
が
年
々
減
っ

て
き
て
い
る
こ
と
、福
祉
バ
ス
の
廃
止
等
に
よ
る
交

通
費
の
負
担
増
で
、活
動
内
容
が
制
限
さ
れ
て
い
る

現
状
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
で
共
有
し
た
活
動
事
例
等
を
、各

支
部
に
持
ち
帰
り
お
役
に
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

女
性
部
会
活
動
状
況

女
性
部
会
活
動
状
況

挨拶される伴 会長と司会の
阿部 北海道地方本部女性部会長

意見交換会に出席された皆さん

会議の模様

会議の模様
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ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
の
活
動
状
況

―
室
蘭
地
方
支
部
―

令
和
六
年
度
最
後
の
大
会
は
、
三
月
二
一
日

ギ
ー
ゴ
ボ
ウ
ル
室
蘭
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
男
女
合
わ
せ
て
一
三
名
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

六
年
度
最
後
の
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
三
ゲ
ー

ム(

通
常
二
ゲ
ー
ム)

で
競
い
、
ハ
ン
デ
も
増
や
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
平
富
喜
雄
さ
ん
が
二
ゲ
ー

ム
目
に
二
〇
四
の
ス
コ
ア
ー
を
出
し
ま
し
た
が
、

ハ
ン
デ
の
関
係
で
優
勝
は
、
高
橋
淳
子
さ
ん
、
準

優
勝
は
葛
西
寿
幸
さ
ん
、
三
位
は
三
平
富
喜
雄
さ

ん
で
し
た
。

令
和
六
年
度
は
、
一
二
回
の
大
会
を
開
催
し
延

べ
一
四
〇
名
が
参
加
し
、
ス
ト
ラ
イ
ク
、
ス
ペ

ア
ー
に
喜
ぶ
人
、
一
本
残
り
の
ピ
ン
を
外
し
て
悔

し
が
る
人
、
レ
ー
ン
コ
ン
デ
ィ
シ
ヨ
ン
に
悩
み
な

が
ら
マ
ー
ク
が
な
か
な
か
付
け
ら
れ
な
い
人
な

ど
、
二
ゲ
ー
ム
と
少
な
い
ゲ
ー
ム
の
中
で
し
た

が
、
小
さ
な
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
や
周
り
か
ら
の
拍
手

や
笑
い
が
あ
り
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
み
な
が

ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
七
年
度
最
初
の
大
会
は
、
四
月
一
八
日

ギ
ー
ゴ
ボ
ウ
ル
室
蘭
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
男
女
合
わ
せ
て
一
三
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

二
ゲ
ー
ム
で
競
い
、
ハ
ン
デ
は
、
無
し
か
ら

一
四
〇
ま
で
つ
き
、
誰
で
も
上
位
入
貫
す
る
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
ハ
ン
デ
と
な
っ
て
お
り
、
高
橋
嗣
司

さ
ん
が
１
ゲ
ー
ム
目
で
一
八
〇
、
古
川
宣
夫
さ
ん

が
二
ゲ
ー
ム
目
で
一
八
八
の
ス
コ
ア
ー
を
出
し
ま

し
た
が
、
優
勝
は
橋
本
桂
子
さ
ん
、
準
優
勝
は
柏

崎
公
三
さ
ん
、
三
位
は
葛
西
寿
幸
さ
ん
で
し
た
。

ゲ
ー
ム
終
了
後
、
毎
回
、
気
持
ち
だ
け
の
景
品

を
上
位
三
賞
、
Ｂ
Ｂ
賞
、
参
加
賞
と
し
て
用
恵
さ

れ
、
ハ
ン
デ
に
助
け
ら
れ
て
意
外
な
メ
ン
バ
ー
が

入
賞
す
る
な
ど
、
波
乱
万
丈
の
順
位
と
な
り
誰
で

も
上
位
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で
楽
し
い
大
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

成
緖
発
表
で
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
ハ
ン
デ

キ
ャ
ッ
プ
に
泣
き
笑
い
の
連
続
で
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
月
第
三
金
曜
日
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
て
い
ま
す

当
サ
ー
ク
ル
は
退
職
者
の
会
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
協

議
会
を
設
け
活
動
し
て
お
り
ま
す
、
室
蘭
地
方
支

部
の
皆
様
是
非
参
加
さ
れ
交
流
を
深
め
ま
せ
ん

か
。
会
員
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ストライクでるか！ スタート前に記念撮影

スペアとれるかな！ 大会前の準備体操
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ほ
ど
よ
く
カ
ラ
オ
ケ
と

付
き
合
っ
て
み
て
は
？

―
ド
コ
モ
支
部
―

四
月
一
九
日
、
道
南
の
松
前
町
で
さ
く
ら
ま
つ

り
が
開
催
し
た
！
と
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。
今
年

は
大
阪
万
博
が
既
に
始
ま
っ
て
お
り
、
観
光
各
地

の
客
入
り
も
戻
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

さ
て
、
我
が
サ
ー
ク
ル
で
す
が
七
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
完
了
し
た
会
員
の
中
に
は
今
年
に

な
っ
て
自
ら
感
染
し
八
回
目
は
自
腹
で
体
験
す
る

な
ど
、
今
年
度
も
紆
余
曲
折
の
ム
ー
ド
は
否
め
な

い
中
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

今
年
度
か
ら
の
目
標
は
カ
ラ
オ
ケ
会
へ
の
「
お

試
し
参
加
」
を
取
り
入
れ
「
Ｏ
Ｂ
に
限
ら
ず
現
役

に
も
範
囲
を
広
げ
て
開
催
す
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
繰
り
広
げ
て
い
き
ま
す
。

九
三
歳
の
藤
井
栄
子
心
療
内
科
医
師
の
著
書

「
ほ
ど
よ
く
孤
独
に
生
き
て
み
る
」
の
中
に
心
を

自
由
に
す
る
言
葉
と
し
て
「
人
と
は
あ
う
こ
と
。

成
長
す
る
こ
と
。
心
を
守
る
こ
と
。
感
謝
す
る
こ

と
。
」
等
々
、
孤
独
な
だ
け
で
は
寂
し
い
け
れ
ど

ほ
ど
よ
い
孤
独
は
心
を
守
っ
て
く
れ
る
。

ナ
ル
ホ
ド
！
！

ド
コ
モ
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル　

リ
ー
ダ
ー

　

斎
藤
宏
二
郎

ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
活
動
状
況

―
ド
コ
モ
支
部
―

一
四
Ｇ
Ｃ
今
シ
ー
ズ
ン
も
開
幕
で
す
！

五
月
十
五
日
（
木
）
に
ゴ
ー
ル
ド
札
幌
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
三
組
十
名
の
参
加
に
よ

り
開
幕
戦
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

天
候
は
晴
れ
、
初
戦
と
し
て
は
絶
好
の
コ
ン
デ

シ
ョ
ン
の
中
で
楽
し
く
プ
レ
ー
出
来
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
・
・
・

優
勝
は
昨
年
の
最
終
戦
を
制
し
た
大
野
さ
ん
が

初
戦
を
見
事
に
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

諸
事
情
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
十
月
ま
で
の
月
例
会
に
是
非
と

も
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
リ
ー
ダ
ー　

小
松　

直
樹

歌って踊って若さ一杯

初戦を制した
大野さん優勝スピーチ

表彰式及び懇親模様 スタート前集合写真

順　位 氏　名 NET 記事欄
優勝 大野　　努 ７６ ニアピン賞

　吉原　孝一×２
　辰己　伸明
　小松　直樹
ブービー賞
　山崎　和弘
※同一スコアはHC上位順

準優勝 小松　直樹 ７９
第 1位 千秋　憲博 ７９
第 2位 辰己　伸明 ８０
第 3位 土屋　政彦 ８０

令和７年度　第１回成績表

ゴールド札幌ＣＣ　　天候：晴れ　　気温：23.0℃　　平均風速：1～ 3ｍ
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「TTS会」ゴルフサークル
令和７年度第１回ゴルフコンペが開催されました、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ー北海道地方本部ー

　ゴルフサークル「TTS 会」は電電こぶし会が事務局となっているゴルフサークルです。
　NTTでの職場は営業、設備、共通、データ、ドコモ、病院出身のこぶし会会員で構成され
ています。
　第１回ゴルフコンペは令和７年５月２０日（火）曇りで２ホールが大雨の中、札幌テイネ
GCにて開催されました。
　第 1回の成績は昨年の最終戦で優勝した瀧川さんが初戦を見事に優勝されました。
　入賞者及び各賞受賞の会員は以下のとおりです。
　なお、今年度より尾山吉和さん、池田いずみさん、天神裕美さんが入会されました。 

●TTS会第1回入賞者（敬称略）

優勝 瀧　川　竜　吉
準優勝 濱　　　孝　之
３位 宮　森　　　進
４位 大　澤　高　廣
５位 佐　川　　　了
小波賞 福　士　哲　樹
大波賞 吉　岡　孝　由
B・B賞 神　　　奉二郎

●ゴルフサークル「TTS会」のご案内

会　長 大　澤　高　廣
事務局長 福　士　哲　樹
幹　事 森　　　良　樹
幹　事 佐　川　　　了
幹　事 菊　池　由佳子
幹　事 坂　野　吉　則

・令和７年度コンペ開催ゴルフ場
　札幌テイネGC
　（札幌市手稲区本町）

・ゴルフサークル「TTS会」事務局
　電友会北海道地方本部電電こぶし会
　電話　０１１－２９０－４７４７

・入会案内
　入会を希望する会員は事務局まで連絡願います。

NP受賞者
濱　　　孝　之
佐　川　　　了
吉　岡　孝　由

令和７年度第１回コンペ参加者で記念撮影
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春
が
き
た
！

家
庭
菜
園
と
オ
オ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

平
成
一
四
年
退
職　

谷　
澤　
　
　
繁

自
宅
の
敷
地
内
に
二
ｍ
×
一
二
ｍ
（
約
八
坪
）

の
空
き
地
が
あ
る
、
隣
家
の
屋
根
が
陰
に
な
り
陽

当
た
り
は
よ
く
な
い
が
家
庭
菜
園
を
始
め
て
二
十

数
年
に
な
る
。
う
ね
幅
一
ｍ
×
二
ｍ
×
一
二
本
の

畑
を
耕
す
。
毎
年
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
枝

豆
、
ピ
ー
マ
ン
、
な
す
び
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
青
チ

ソ
、
レ
タ
ス
、
春
菊
ミ
ニ
大
根
等
の
苗
や
種
を
植

え
て
い
る
が
土
壌
や
植
え
方
が
悪
い
の
か
未
だ
に

出
来
は
イ
マ
イ
チ
だ
。

昨
年
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
イ
モ
が
早
々
に
売
り

切
れ
と
な
っ
た
。
ア
マ
ゾ
ン
通
販
で
洞
爺
産
の
種
イ

モ
三
㎏
、
二
千
円
を
注
文
し
た
が
普
通
の
イ
モ
が
届

い
た
、
美
味
し
か
っ
た
の
で
返
品
も
で
き
な
い
。

そ
の
代
わ
り
に
カ
ボ
チ
ャ
の
苗
二
本
を
初
め
て

植
え
た
、
つ
る
が
次
々
と
伸
び
て
隣
の
ト
マ
ト
、

キ
ュ
ウ
リ
の
う
ね
に
忍
び
込
み
小
型
の
カ
ボ
チ
ャ
ば

か
り
が
増
え
て
き
た
の
で
掘
り
出
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
ん
な
調
子
で
春
夏
秋
、
菜
園
い
じ
り
を
楽
し

ん
で
い
る
が
キ
ュ
ウ
リ
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
律
儀
に
毎

日
増
え
て
食
べ
き
れ
な
い
日
々
が
九
月
ま
で
続
く
。

今
年
は
土
壌
造
り
か
ら
始
め
よ
う
と
パ
ソ
コ
ン

で
菜
園
設
計
書
を
書
き
始
め
て
肥
料
等
手
配
し
た
。

東
京
の
通
販
会
社
二
社
か
ら
完
熟
ペ
レ
ッ
ト
堆

肥
一
四
㎏
×
六
個
、
菜
園
用
黒
土
一
五
㎏
×
六

個
、
苦
土
石
灰
一
〇
㎏
、
有
機
肥
料
一
〇
㎏
等
を

ス
マ
ホ
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
注
文
し
た
。
初
め
て
の
契
約
成

立
、
カ
ー
ド
払
い
等
は
私
の
自
信
に
つ
な
が
っ

た
。
価
格
は
近
く
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
三
割

安
、
こ
ん
な
重
い
も
の
を
東
京
か
ら
自
宅
配
送
無

料
と
は
驚
い
た
。
黒
土
、
肥
料
、
苗
等
で
毎
年

二
万
円
程
度
か
か
る
が
半
年
も
楽
し
め
る
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
活
動
費
で
あ
る
。

昨
年
秋
頃
か
ら
北
海
道
の
漁
港
で
「
オ
オ

（
大
）
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
」
が
増
え
す
ぎ
て
漁
網
に
被

害
が
出
て
い
る
、
処
分
に
困
り
格
安
販
売
さ
れ
て

い
る
の
だ
。

オ
オ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
は
身
も
ミ
ソ
も
味
は
と
て
も

よ
い
、
本
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
と
比
べ
て
も
遜
色
は
な
い
と

漁
協
が
宣
伝
販
売
し
て
い
る
の
を
テ
レ
ビ
で
見
た
。

私
は
カ
ニ
が
大
好
き
だ
、
毛
ガ
ニ
、
タ
ラ
バ
ガ

ニ
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
花
咲
ガ
ニ
を
各
地
で
食
べ
て

き
た
。

東
京
の
単
身
赴
任
時
、
伊
豆
温
泉
の
社
員
旅
行

を
計
画
し
誰
も
知
ら
な
い
花
咲
ガ
ニ
を
根
室
か
ら

こ
っ
そ
り
取
り
寄
せ
て
一
人
一
匹
の
大
宴
会
と

な
っ
た
。
後
に
カ
ニ
澤
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
所
以
で

あ
る
。

近
く
の
海
鮮
市
場
で
本
ズ
ワ
イ
と
オ
オ
ズ
ワ
イ

が
並
べ
て
売
っ
て
い
た
。
小
型
の
オ
オ
ズ
ワ
イ
は

一
匹
三
四
〇
ｇ
、
三
三
〇
円
で
格
安
だ
っ
た
。
カ

ニ
を
割
っ
て
む
き
身
に
す
る
の
が
得
意
で
あ
る
。

自
宅
で
ま
な
板
に
カ
ニ
を
置
い
た
、
突
然
十
本
の

爪
と
足
が
伸
び
て
動
き
出
し
た
。
あ
ん
た
生
き

て
い
た
の
？
び
っ
く
り
し
た
。
包
装
パ
ッ
ク
に

（
生
）
の
シ
ー
ル
が
貼
っ
て
あ
っ
た
。
カ
ニ
に
手

を
合
わ
せ
て
一
礼
し
た
。

カ
ニ
の
茹
で
方
を
調
べ
て
み
た
、
甲
羅
を
下

に
、
爪
足
を
折
っ
て
三
％
の
塩
水
で
一
五
分
茹
で

た
後
、
氷
の
冷
水
で
五
分
冷
ま
す
。
初
め
て
茹
で

て
み
た
。

甲
羅
の
ミ
ソ
も
身
も
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
て
い

た
、
爪
と
足
は
料
理
ハ
サ
ミ
を
使
い
た
く
さ
ん
の

身
が
取
り
出
せ
た
。
ミ
ソ
と
身
を
混
ぜ
る
と
美
味

し
い
。

北
海
道
の
旬
の
毛
ガ
ニ
、
ヤ
リ
イ
カ
、
甘
え
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び
、
ホ
タ
テ
等
の
生
寿
司
握
り
は
毎
月
一
回
の
定

番
だ
、
寿
司
屋
の
若
旦
那
？
に
成
り
き
っ
て
「
一

人
前
十
個
×
二
人
×
二
食
分
、
計
四
〇
個
」
を
作

る
。
買
い
物
、
鮮
魚
の
調
理
、
寿
司
握
り
、
食
器

洗
い
等
で
半
日
か
か
る
が
楽
し
い
会
話
と
旨
い
お

酒
が
待
っ
て
い
る
。

最
近
テ
レ
ビ
で
流
行
り
の
料
理
店
が
手
軽
に

作
れ
る
海
鮮
丼
を
紹
介
す
る
。
私
も
家
族
二
人

で
旨
い
オ
オ
ズ
ワ
イ
を
入
れ
た
海
鮮
丼
を
楽
し

ん
で
い
る
。

お
か
げ
で
生
寿
司
握
り
の
出
番
が
少
な
く

な
っ
た
。

お
酒
は
純
米
吟
醸
酒
「
函
館
奉
行
」
で
乾
杯
し

た
い
。

平
成
一
八
年
退
職　

山　
田　
　
　
仁

（
北
海
道
地
方
本
部
）

一
話　

札
幌
の
催
し
会
場
の

名
称
に
つ
い
て

　
札
幌
市
内
で
行
わ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン

ト
等
に
で
か
け
る
の
が
趣
味
だ
が
、
い
つ
も
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
把
握

し
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
て
い
ざ
行
こ
う
と
す
る

時
、
会
場
の
場
所
が
ピ
ン
と
こ
な
い
の
だ
。
札
幌

市
内
に
イ
ベ
ン
ト
会
場
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

一
瞬
ど
れ
か
分
か
ら
な
く
な
る
の
だ
。
家
族
と
一

緒
で
あ
れ
ば
、
お
互
い
に
確
認
し
合
う
の
だ
が
、

ち
ょ
っ
と
不
安
だ
。

最
近
は
、
所
有
者
の
経
営
上
の
観
点
か
ら
、
企

業
に
命
名
権
を
売
却
す
る
の
も
理
解
は
出
来
る

が
、
多
数
の
会
場
が
あ
る
中
、
利
用
者
と
し
て
は

少
し
困
惑
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
〇
〇
〇
渋
谷
、
△
×
〇
道
頓
堀
、

×
×
△
す
す
き
の
等
、
後
尾
に
地
域
名
を
入
れ
た

ら
ど
う
か
。
札
幌
の
「
か
で
る
２
・
７
」
は
貸
会

議
室
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

場
所
が
中
央
区
南
二
条
西
七
丁
目
で
、
名
称
に

「
２
・
７
」
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
ど
こ
に
あ
る

か
す
ぐ
分
か
る
。
簡
単
な
方
が
苦
労
し
な
い
。
旧

札
幌
市
民
会
館
は
現
在
「
カ
ナ
モ
ト
ホ
ー
ル
」
、

体
育
施
設
の
「
き
た
え
ー
る
」
、
市
営
音
楽
ホ
ー

菜園　2ｍ×12m（約8坪） 2024年6月

オオズワイガニ（生）幅18センチ、甲羅8センチ 茹で上がり（甲羅・足・爪） 身がいっぱい
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ル
の
「
キ
タ
ラ
」
が
あ
る
が
、
場
所
を
思
い
出
す

の
に
迷
う
。
主
に
官
庁
関
係
の
施
設
が
多
い
。

テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
で
も
横
文
字
が
多
く
、
な
ん
の

商
品
か
分
か
る
の
に
時
間
が
か
か
る
。
こ
れ
は
齢

の
せ
い
で
は
な
く
、
Ｃ
Ｍ
も
し
か
り
だ
し
、
新
し

い
タ
レ
ン
ト
や
俳
優
も
そ
う
だ
が
、
出
て
は
消
え

る
た
め
、
名
前
は
覚
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

落
語
家
や
タ
レ
ン
ト
の
名
前
は
分
か
り
や
す
か
っ

た
が
、
最
近
の
人
は
あ
ま
り
分
か
ら
な
い
。
い
わ

ゆ
る
昔
の
銀
幕
の
大
ス
タ
ー
と
言
わ
れ
る
様
な
人

は
す
ぐ
に
分
か
っ
た
が
、
現
在
は
探
す
の
が
大
変

で
、
大
ス
タ
ー
と
呼
べ
る
人
が
、
居
る
の
か
居
な

い
の
か
？ 

人
生
百
年
時
代
、
も
っ
と
楽
に
生
活
し
た
い
と

思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

二
話　

昔
、
集
め
た
レ
コ
ー
ド

若
い
頃
か
ら
音
楽
が
好
き
で
、
社
会
人
に
な
っ

て
給
料
日
に
一
枚
ず
つ
レ
コ
ー
ド
を
買
い
集
め

た
。
結
局
、
Ｌ
Ｐ
三
〇
枚
、
Ｅ
Ｐ
一
〇
枚
ほ
ど
に

な
り
、
自
分
な
り
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
思
っ
て
い

る
。オ

ー
デ
ィ
オ
も
ア
ン
プ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
・
プ
レ

イ
ヤ
ー
・
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
順
で
買
い
集
め
、
レ

コ
ー
ド
を
聴
い
て
い
た
が
、
三
十
代
中
盤
か
ら
仕

事
や
家
庭
内
サ
ー
ビ
ス
で
自
分
の
時
間
が
無
か
っ

た
せ
い
か
ご
無
沙
汰
に
な
り
、
ず
っ
と
押
入
れ
の

中
に
レ
コ
ー
ド
を
仕
舞
っ
た
状
態
だ
っ
た
。
私
と

同
じ
状
況
の
人
は
沢
山
い
る
と
思
う
。

プ
レ
ー
ヤ
ー
と
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
無
か
っ
た
の

で
、
最
近
、
中
古
を
買
っ
た
ら
、
ア
ン
プ
等
を
含

め
、
最
初
の
装
置
に
近
く
、
残
り
は
ス
ピ
ー
カ
ー

の
み
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
探
す

の
は
な
か
な
か
難
題
で
、
札
幌
市
内
で
は
ま
だ
見

つ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ま
だ

楽
し
み
が
残
っ
て
い
る
。

だ
が
最
近
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
調
子
が
悪
く
、
今

日
遂
に
電
波
を
受
信
出
来
な
く
な
り
困
っ
て
い

る
。デ

ジ
タ
ル
Ｃ
Ｄ
の
音
は
平
面
的
で
あ
っ
て
、
ア

ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド
は
楽
器
の
音
に
立
体
感
が
あ

り
、
か
つ
迫
力
も
あ
る
の
で
Ｃ
Ｄ
よ
り
凄
い
。
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の
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社

の
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業
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ズ
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、
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シ
ャ
ツ
等
々
。
今
、
本

当
に
気
に
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っ
た
物
だ
け
を
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し
、
他
は
捨
て
る

事
に
し
た
。
百
枚
ほ
ど
有
っ
た
が
、
現
在
は
気
に

入
っ
た
物
だ
け
を
身
近
に
置
き
、
数
も
適
当
量
な

の
で
、
生
活
に
使
い
楽
し
ん
で
い
る
。

オ
ー
デ
ィ
オ
も
含
め
、
整
理
整
頓
が
こ
ん
な
に

も
良
い
事
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
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電友会北海道地方本部電電こぶし会情報のブログによる提供について
IT相談員：成毛　勉

１．ブログ検索方法

２．ブログに関するご要望等について

Yahoo又はGoogleを活用して

ブログに関するご意見、ご要望がありましたら、連絡頂ければ幸いです。
ご意見・ご要望等の連絡先
電話　０１１－２９０－４７４７　尾崎

と入力する。

をクリックしてください。

検索したいカテゴリーをクリックして頂き、閲覧ください。
■カテゴリー例　・トップページ
　　　　　　　　・プロフィール
　　　　　　　　・訃報ーⅠ
　　　　　　　　・訃報ーⅡ
　　　　　　　　・叙位・叙勲
　　　　　　　　・会報（抜すい）

・こぶし通信
・支部通信
・サークル活動
・女性部会活動状況

が出現します。

　会員の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
　日頃、電電こぶし会の運用にあたり、ご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、電電こぶし会の情報提供を「ｇｏｏブログ」による提供とさせて頂きました。
　会員の皆様にはこれからｇｏｏブログ及びこぶし会会報により情報の共有化を図って
いきたいと存じます。
　ｇｏｏブログをご登録頂きご利用賜ります様よろしくお願い申し上げます。

電電こぶし会 goo ブログアドレス  ：  http://blog.goo.ne.jp/denyu-kobushi

電電こぶしブログ

電友会北海道地方本部電電こぶし会ブログーgooブログ

電友会北海道地方本部電電こぶし会ブログ

※イメージは次ページをご覧ください。

※「パケットかけ放題」でない契約のスマホやタブレット端末から当ブログにアクセスした場合、パケット料金
が高額になったり、閲覧のスピードが遅くなる場合がありますので、気をつけてご利用ください。
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訃報（会員死亡）
　謹んで哀悼の意を表します

＜支部別・届出順・敬称略＞
【所属】 【氏　名】 【享年】【死亡年月日】 【所属】 【氏名】 【享年】【死亡年月日】
地方本部 村井　政好 93 R7.02.25 地方本部 田中　好美 80 R6.08.01

〃 阿部　祐治 91 R7.03.09 〃 浅利　正三 90 R6.11.04
〃 山崎　　一 74 R7.03.17 〃 富永　　香 79 R7.05.27
〃 畠　　清秀 89 R7.03.24 〃 福田　洋三 83 R7.05.17
〃 中村　暢夫 84 R7.01.19 函館 山家　紀子 93 R7.03.23
〃 加藤　榮一 94 R.6.12 〃 三国　敏秋 77 R7.05.04
〃 吉田　二雄 86 R7.02.10 旭川 敦賀　一夫 103 R7.04.14
〃 依田　　宏 83 R7.03.29 北見 小林　孝司 74 R7.04.26
〃 中川　徹夫 88 R7.01.16 〃 佐野　慶範 75 R7.05.27
〃 池田　　誠 94 R6.11.11 小樽 池田　　弘 93 R7.03.27
〃 金子　幸雄 77 R7.04.16 帯広 佐藤　基弘 85 R7.03.19
〃 岡安　昭男 89 R7.04.18 〃 三上　啓一 93 R7.03.25
〃 高砂　廣志 74 R7.01.12 室蘭 奥　　澄雄 96 R7.04.16
〃 和泉　正三 85 R7.05.02 〃 佐藤　正義 80 R7.04.17
〃 中村　僖利 83 R6.08.21 ドコモ 千葉　　勲 88 R7.03.05

配偶者死亡
　次の方々の配偶者が亡くなられました
　謹んで哀悼の意を表します　

＜届出順・敬称略＞
【所属】 【会員氏名】 【死亡配偶者名】 【死亡年月日】

小樽 常田　照夫 妻 常田瑠美子 R7.03.30
旭川 佐藤　輝男 妻 佐藤美枝子 R7.04.06

地方本部 稲場　　稔 妻 稲場　明美 R7.05.13
〃 相馬　武彦 妻 相馬　幸子 R7.05.10
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NTT東日本札幌病院
各種検診のご案内

『前立腺ドック』のご案内
前立腺ドックは、泌尿器科専門医による問診・検査により、前立腺がんや腎臓がん、膀胱がんなど、
泌尿器科疾患に特化したフルコースの検診です。
前立腺がんは初期には自覚症状がほとんど無く、進行した場合にはリンパ節や骨に転移が起こりやす
いとも言われています。また、前立腺肥大症については、55歳以上の男性の約20％、80歳までに
80％以上がなると言われております。
以下のチェックリストで二つ以上該当される方、『前立腺ドック』を受けてみませんか。

＜日時＞ 毎週 水 曜日
＜時間＞ 10：00～15：00頃
＜費用＞ 22,000円（税込）
＜検査内容＞ 前立腺MRI  残尿エコー  腹部CT 前立腺エコー 尿流測定 

栄養相談  検尿

ＮＴＴ東日本札幌病院 泌尿器科外来
  予約・お問合せ先番号 011-623-7000 (受付時間 平日9:30～16:00)

※完全予約制ですので、事前にお電話でご予約をお願いします。

『大動脈瘤検診』のご案内
大動脈瘤は殆どが無症状で、破裂するまでに症状に気づくことはありません。
ある日突然大動脈瘤が破裂すると高い確率で死に至るため、『サイレントキラー』と呼ばれています。
以下のチェックリストで二つ以上該当される方、『大動脈瘤検診』を受けてみませんか？

＜日時＞ 毎週 水 曜日
＜時間＞ 8：30～11：00頃
＜費用＞ 5,500円（税込）
＜検査内容＞ 採血 CT 心電図 ABI

□ 高血圧の方 □ 喫煙をされている方 □ 糖尿病の方
□ コレステロール値、中性脂肪値が多い方 □ 60歳以上の方・男性の方
□ 家族に大動脈瘤の病歴のある方 □ その他心臓・大動脈に不安がある方

□ 夜寝てから朝までに何度もトイレに起きる。
□ 排尿しようと構えてから尿が出始めるまで5-6秒以上かかる。
□ 排尿の勢いが悪く、遠くに飛ばなくなり、出てから終わるまで時間がかかる。
□ 尿の切れが悪く、最後にポタポタつづく。
□ 排尿が済んでも。膀胱に尿が残っているような残尿感がある。

※完全予約制ですので、事前にお電話でご予約をお願いします。

ＮＴＴ東日本札幌病院 心臓血管外科外来
  予約・お問合せ先番号 011-623-7000 (受付時間 平日9:30～16:00)
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PRP(多血小板血漿)療法とは

変形性ひざ関節症等の新たな治療(手術しない治療法)
「再生療法(PRP療法)」のご案内

関節などに痛みを抱える方々へ「先進的な再生医療を提供する・手術しない治療法を提供すること」を目的とし、
変形性ひざ関節症などの疾患に対する再生医療のニーズに応えるため、整形外科において再生医療(PRP療法）
を開始致しました。

こんな方にお勧めです
□ つらい痛みを軽減したい
□ 手術を望まない・手術に踏み切れない
□ 出来るだけ入院や人工関節は避けたい
□ スポーツに早期復帰したい
□ ヒアルロン酸の注射はほとんど効果が感じられない

治療の流れ

費用について（自費診療）
1回 ： 55,000円 (税込) 【3回セット(165,000円(税込))が基本コースとなります】

⚫ 患者さん自身の血液中から治療に必要な成分を抽出し、幹部に注入する再生医療です。
⚫ 血小板には血管が損傷した時、固まって出血を止める働きがあり、PRP療法には血小板から放出される成長因
子等の成分により、炎症改善や痛みの緩和、軟骨破壊抑止効果が期待されています。

⚫ PRP療法は欧州では既に治療法として承認されており、その結果が国際的に権威ある学術誌に報告される等、
 有効性の確認が進んでおります。

XP,MRI撮影
血液検査診察

自費診療保健診療

1ヶ月後

自費会計PRP投与
1回目

STEP1～3

STEP1 患者さんの腕から少量採血(15ml)します
STEP2 採血した血液を遠心分離し、赤血球と白血球からPRP(多血小板血漿)を分離、抽出します
STEP3 PRPを幹部に注射します
治療時間(STEP1～STEP3)は30分程度です

自費会計PRP投与
2回目 自費会計PRP投与

3回目

1ヶ月後

治療効果について
⚫ 治療効果は病気の状態等により個人差がありますが、治療後1～3週間程度で効果が表れるケースが多いです。
⚫ PRP療法は、自分自身の治癒能力を引き出す治療法なので従来の痛み止めの内服などで症状が良くならな
かった患者さんでも効果を期待できます。

⚫ ヒアルロン酸の場合は効果が短期的であり、長期間は続きませんが、PRP療法は1回の治療で6～12ヶ月は効
果が持続すると言われています。

STEP1～3 STEP1～3

ＮＴＴ東日本札幌病院 整形外科外来
  予約・お問合せ先番号 011-623-7000 (受付時間 平日9:30～16:00)

− 55−



243号243号

３.オプションのご案内

NTTｸﾞﾙｰﾌﾟ会社を退職された皆さまの「専用特別価格」です。

＊申込方法：【完全予約制のため、事前にお電話でご予約をお願いします】
  注1）ご予約時に必ず「NTT OB・OG割引」利用の旨をお申し出ください。
  注2）本ページのクーポン券に必要事項を記入のうえ、受検日当日にご持参願います。
  注3）上記割引をお申し出頂いていない場合は通常価格となり、清算後の返金は致しかねますのでご了承下さい。

＜通常価格＞ 基本コース：44,000円(税込)  充実コース：79,200円(税込)

15％割引
<特別価格> 基本コース：37,400円(税込) 充実コース：67,320円(税込)

※1 割引についてはコースのみの適用となり、オプション検査は適用外となりますのでご了承願います。

キ リ ト リ

NTT OB・OG向け
人間ドック 割引クーポン券

受検日

氏名

生年月日＜有効期間＞ 2026年3月31日受検日まで

ＮＴＴ東日本札幌病院 ドックセンター
  予約・お問合せ先番号 011-623-8364 (受付時間 平日9:30～16:00)

１.OB・OG割引について (NTT退職者向け）

各種オプションをご用意しています。人間ドック受検の際に検査可能です。（以下一例です）
検検査査名名 検検査査内内容容 料料金金(税税込込) おおすすすすめめのの方方

睡眠検査 睡眠計測ｻｰﾋﾞｽ

（５晩）
25,300円

Lite（2晩）
18,150円

「家族から”いびき”を指摘される」「夜は眠れて
いるのに昼間眠たくなる」「最近ぐっすり眠れな
い」「将来の認知症や心疾患が心配」「睡眠トラブ
ルの可能性を網羅的にチェックしたい」など、睡
眠に関する不安や不調を感じている方

NTT東日本札幌病院 
人間ドックのご案内

２.低線量胸部CTのご案内
当院では低線量CT（通常行われるＣＴの1/10程度の低線量で検査が可能）を導入してい
ます。従来の胸部X線写真による検診と比較して、肺がん発見率が高いと国内外の研究
で報告されています。喫喫煙煙すするる方方ああるるいいはは以以前前にに喫喫煙煙ししてていいたた方方、、近近親親者者にに肺肺ががんんのの方方
ががいいるる方方にに特特ににおお勧勧めめししまますす。
また、肺がん以外の病気(肺気腫､肺炎､心臓や血管の動脈硬化､乳がん等)が発見される
こともあるため、ドック時に合わせて検査をお勧めします。

オオププシショョンン料料金金1177,,660000円円（（税税込込）） ※※充充実実ココーーススにに含含むむ
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つうけんグループは、
今もこれからも豊かな北海道の
創造に貢献できる様に、
情報通信、社会基盤インフラの
構築、ICT ソリューションの提供
に全力で挑み続けます。

〒060-0004　札幌市中央区北 4条西 15 丁目 1-23
TEL：011-644-1161　https://www.tsuken.co.jp

　株式会社つうけんアドバンスシステムズ
　札幌市中央区南 1条西 11 丁目 1　℡:011-251-1840

　株式会社つうけんアクティブ
　札幌市中央区南 20 条西 10 丁目 3-5　℡:011-530-0900

　つうけんビジネス株式会社
　札幌市白石区東札幌 2条 3丁目 3-27　℡:011-811-2626

　株式会社つうけんアクト
　札幌市厚別区下野幌ﾃｸﾉﾊﾟｰｸ2 丁目 3-1　℡:011-809-1100

　北海道電電輸送株式会社
　札幌市白石区中央 1条 7丁目 6-1　℡:011-862-4301

　東亜建材工業株式会社
　千歳市上長都 1039-27　℡:0123-21-8015

　株式会社セントラルビルサービス
　釧路市新富士町 4丁目 2-28　℡:0154-65-8181

　北有建設株式会社
　美唄市字美唄 1469-9　℡:0126-62-7161

　株式会社ヴァックスラボ
　札幌市中央区南 1条西 9丁目 4-2　℡:011-252-5215

　舞鶴設備工業株式会社
　千歳市上長都 1039-8　℡:0123-24-4883
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〜緊急連絡先をお知らせいたします〜
〈土曜日・日曜日・祝日等の緊急連絡は、下記までお願いいたします〉

・事務局長福士携帯　090‐8906‐3975
・次 長 尾 崎 携帯　080‐1897-5631

「ありがとう」その一言のために私たちは
より上質のサービスを心がけています。

ドコモの商品のお申込み、お問い合わせ、アフターサービスなど、きめ細かいサービスをお届けしております。

ドドココモモのの携携帯帯電電話話ののごご用用命命ははドドココモモシショョッッププへへ

TEL ： 0120-376-601／011-219-6601

ドドココモモシショョッッププ札札幌幌店店

札幌市中央区南１条西１-4
大成札幌ビル１階

株 式 会 社 ド コ モ 北 海 道
〒060-0001

T E L （ 0 1 1 ） 2 1 1 - 6 9 1 2 F A X （ 0 1 1 ） 2 5 1 - 8 0 0 4

札幌市中央区北1条西14丁目6 ドコモ北海道ビル

※店頭来店予約以外のご用件や、店頭来店予約専用ダイヤルがつな

 がらない場合は、以下の番号におかけください

TTEELL：：005500--33449933--00334477

店店頭頭来来店店予予約約専専用用ダダイイヤヤルル（（2244時時間間・・自自動動音音声声対対応応））

営業時間：午前9時～午後6時
定休日  ：無休
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札札幌幌本本社社（（本本店店）） 北北海海道道札札幌幌市市中中央央区区大大通通西西1144丁丁目目77  NNTTTT東東日日本本大大通通1144丁丁目目ビビルル1100階階 TTEELL：：001111--221122--11111111（（代代表表））
東東京京本本社社 東東京京都都港港区区虎虎ノノ門門33--88--2211  虎虎ノノ門門3333森森ビビルル99階階

ココンンタタククトトセセンンタターー

BBPPOO（（ビビジジネネススププロロセセススアアウウトトソソーーシシンンググ））

IITTソソリリュューーシショョンン

アアセセススメメンントト・・ココンンササルルテティィンンググ

CCXX（（カカススタタママーーエエククススペペリリエエンンスス））戦戦略略

自治体向け・金融機関向けソリューション、DX化、多言語コミュニケーション、アウトバウンドコール、
緊急対応・リコールなど多様なニーズに対応したコンタクトセンターの構築・運営

電話応対だけでなく、ITサポート、店舗・窓口業務サポート、EC・通販業務代行、紙帳票のデータ化・業
務プロセスの効率化など事務処理やデータ入力などの各種バックヤード業務

チャット・チャットボット、AI音声応答サービス（ボイスボット）、ビジュアルIVR、SMS配信、RPA
ツールなど顧客接点やバックヤード業務をデジタル化するための各種ソリューション

コミュニケーター（オペレーター）の応対診断やお客さまの声の分析による改善策の提案と顧客応対の
コンサルティング

各種調査、SNS分析など、CX（顧客体験価値）を向上させるためのソリューション

− 60−



243号243号

建物とともに生きる
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物流の包括的

PL3

SCTC

アウトソーシング運営・最適化

物流戦略策定

PL4
コンサルティング

サプライチェーン最適化

サプライチェーントータルコーディネーター
Ⓡ

NTTロジスコは、荷主企業の「物流戦略の策定」(�PL事業 )から「実際の物流運営」(�PL事業 )まで
のサプライチェーンに関わる様々な課題を解決する�.�PL事業者として、お客様のサプライチェーン
最適化に貢献します。

ロジスコは、3.5PLロジスコは、3.5PLNTTNTT ®

※「�.�PL®」は NTTロジスコの登録商標です

https://www.nttlogisco.comNTTロジスコ

北海道支店
〒064-0921 北海道札幌市中央区南21条西 7-1-1

011-532-7131TEL

− 62−



243号243号

− 63−



243号243号

http://www.meccs-sassou.com/

稚内・留萌・旭川・富良野・道央・札幌・帯広・釧路・根室・北見・苫小牧・千歳

道央営業所

千歳営業所

〒065-0032 札幌市東区北32条東1丁目1番7号
TEL 011（702）2100　FAX 011（702）7100
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ビリング
事業

宅配料無料

安心・安全・便利

064-0922 22 6 2-25
011-521-8171 011-521-8173
064-0922 22 6 2-25
011-521-8171 011-521-8173
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会報への広告募集！！

＊＊＊＊＊＊ どうぞご用命ください ＊＊＊＊＊＊

　弊会では、次のスペースを用意して
　広告のご利用をお待ちしています。

※一般企業および個人経営主の方の広告相談も賜わっております。

A4版の  　全ページ広告　　50,000円

　 〃　　 1/2ページ広告　30,000円

　 〃　　 1/3ページ広告　25,000円

年３回発行分
（7.1.4 の各月）

会　　報

本社・本店
支 店

東 京 都 渋 谷 区 道 玄 坂 1-16-10
北海道・東北・東海・関西・中四国・九州
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「さらなる安心・安全な生活に」
「暮らしをより豊かに」

＜お問い合わせ先＞
テルウェル東日本株式会社 北海道支店

０１１－２０５－４６００（代）
〒060-0042 札幌市中央区大通西14丁目7

空気清浄機Airdog 防災用品

シリコンバレーが開発した
世界最強レベルの空気清浄機※1

Airdog X5D
万が一の際に
必要な防災用品

※お客様のご要望に
合わせてセット組み
での販売も可能です。

K25-9032【2507-2606】

医療従事者が選ぶ空気清浄機 NO.1※2
顧客満足度が高い空気清浄機 NO.1※3

※1:微細粒子の除去能力とフィルター性能低下
率をもとにした能力

※2:全国の20代~50代の男女(医療従事者)
1042名への空気清浄機10商品を対象にした
サイト比較イメージ調査

※3:全国の20代~50代の男女 1067名
提供元:ゼネラルリサーチ

新規会員ご紹介のお願い
会員拡大に向け、皆様の友人や知人で未加入の方がいらっしゃい
ましたら、是非こぶし会への入会を勧めていただきますようお願い
いたします。

入会希望者のご紹介により入会された場合は、
紹介者に
「ＱＵＯカード１，０００円分」を
贈呈いたします。
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当社は、ＮＴＴグループ「テルウェル東日本㈱」様とともに旧ＮＴＴ社宅をリノベーションし、『テレパレスシリーズ』として

札幌・旭川・函館・小樽・青森・秋田において全２９棟、４８２戸の管理・運営を行っております。

『テレパレスシリーズ』を全国展開　　～ 旧ＮＴＴ社宅をリノベーション ～

旭川市

　4棟 64戸
札幌市

　19棟 320戸
小樽市

1棟 24戸

函館市

　　2棟 48戸

青森県八戸市

　　　　　　　1棟 12戸

秋田県秋田市

　　　　　　　2棟 １４戸

あらゆる建物の新築・リフォーム

㈱ツインクル地所は、『テレパレスシリーズ』及び自社物件の管理・運営

のほか、札幌・旭川を拠点に不動産の総合コンサルティングを展開して

おります。不動産に関するどのようなことでも、お気軽にご相談下さい。

㈱菅原組は、創業以来培われた「誠実なものづくり」の精神を忘れず、

会社の歴史と伝統を全社員が共有し、常にお客様にとっての最善を求め、

地域社会に貢献して参ります。

大正５年

創業１０９年

大正５年

創業１０９年

テレパレスシリーズ

全２９棟 ４８２戸

【マンション全景】

【リビング】 【キッチン】

テレパレス幌西１３条

テレパレス山鼻19条 テレパレス発寒

相　　談　　役 中　川　　肇

湊　　徳　明

　（電電こぶし会会員）

　（電電こぶし会会員）営業担当部長
ＴＥＬ．０１１－２２１－１０００

中心市街地の新しい環境創造に貢献

旭川市1条通6丁目78番地の1　　2015年9月竣工　（自社ビル）

〔メディカルビル〕

株式会社株式会社菅 原 組菅 原 組
本　　社　Tel.0166-22-7000　Fax.0166-22-7007
札幌本店　Tel.011-221-1000　Fax.011-221-1151

北海道知事許可　建設業
   　　(特-４)上川第４５２号

株式会社
本　　社　Tel.0166-22-6000　Fax.0166-22-7222
札幌本店　Tel.011-221-2222　Fax.011-221-1222

北海道知事許可 上川（４）第１０９２号 宅地建物取引業

ツインクル地所ツインクル地所

【本社】旭川市1条通10-159　【札幌本店】札幌市中央区大通西7-2 ｱｾｯﾄﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ大通ﾋﾞﾙ7F

不動産に関する総合コンサルタント

■主な管理物件

【テナントビル】

ツインクル2条通ビル　旭川市2条通11丁目

【マンション】

ツインクル1-10　旭川市１条通1０丁目

【マンション】

ツインクル2-1　旭川市2条通1丁目

【駐車場】

クリスタルパーキング　旭川市1条通6丁目
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落ちつける空

間で故人を想

う時間。

  

  

代表取締役  田村 麻由美 

顧   問  阿部 勝 夫 

顧   問  大山 金 光 

〒060-0061札幌市中央区南 1条西12丁目 322ー1 

 

H  P    

おおひひととりり  おおひひととりり  違違っったた人人生生ががああるるよよううにに  

〝〝終終（（つついい））ののかかたたちち〟〟もも  様様々々でですす  
                  

                各各宗宗派派、、無無宗宗教教  

                                          少少人人数数～～多多人人数数ののごご葬葬儀儀承承りりまますす  

                                                  おお気気軽軽ににごご相相談談くくだだささいい  

    
【【家家族族葬葬提提携携会会場場・・・・・・  

中中央央区区・・豊豊平平区区・・東東区区・・西西区区・・南南区区・・北北区区  

手手稲稲区区・・白白石石区区・・清清田田区区・・厚厚別別区区・・石石狩狩市市  

江江別別市市・・北北広広島島市市・・恵恵庭庭市市】】  

考考ええ……話話しし合合いい……伝伝ええらられれるる想想いいががあありりまますす。。  
  

【【ごご自自宅宅葬葬】】  

悲悲ししくくとともも……  

温温かかでで優優ししくく  

心心にに残残るる想想いい出出にに残残りりまますすよよううにに……  

  

【【海海洋洋散散骨骨】】  
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D e s i g n
Editing
Printing
〒063-0830
札幌市西区発寒10条12丁目1-54　TEL（011）669-3915  FAX（011）669-3916
https://yokopriweb.stars.ne.jp/

株式会社 横山プリントサービス社

斬新な美を追求し、

確実に情報を伝え、

思いどおりを型に。
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今
年
は
日
本
で
ラ
ジ
オ
放
送
が
始
ま
っ
て
か
ら
一
〇

〇
年
を
迎
え
る
年
で
す
。
放
送
で
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
の
が
「
東
京
タ
ワ
ー
」
で
す
。
開
業
が
一
九
五
八

年
、
Ｔ
Ｖ
電
波
送
信
が
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
に
切

り
替
わ
る
ま
で
五
〇
年
以
上
放
送
の
要
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
「
ア
ー
ア
ー
聞
こ
え
ま
す
か
？
こ
ち
ら
は
東
京

放
送
局
」
そ
れ
が
ラ
ジ
オ
の
第
一
声
で
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
放
送
の
開
始
に
大
き
く
影
響
し
た
の
が
、
一
九

二
三
年
の
関
東
大
震
災
で
し
た
。
正
確
な
情
報
を
速
や
か

に
広
く
伝
え
る
必
要
性
が
高
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

　

ラ
ジ
オ
放
送
が
ス
タ
ー
ト
し
た
二
年
後
の
大
晦
日
に

「
ゆ
く
年
く
る
年
」
の
前
身
と
も
言
え
る
番
組
が
始
ま

り
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
除
夜
の
鐘
」
。
当
時
は
近

く
の
お
寺
の
巨
大
な
お
鈴
（
り
ん
）
を
借
り
て
来
て
、

ス
タ
ジ
オ
の
中
で
一
〇
八
回
き
ち
ん
と
数
え
て
放
送
し

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

ラ
ジ
オ
放
送
は
、
戦
時
中
は
政
府
の
統
制
下
に
置
か
れ

国
民
の
戦
意
高
揚
を
図
る
メ
デ
ィ
ア
と
な
り
、
戦
後
は
放

送
の
民
主
化
が
進
み
、
表
現
の
自
由
を
保
障
す
る
日
本
国

憲
法
が
施
行
さ
れ
、
一
九
五
三
年
に
は
Ｔ
Ｖ
放
送
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

放
送
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
災
害
報
道
。
命
を
守
る
た

め
の
情
報
を
い
ち
早
く
伝
え
る
こ
と
、
そ
の
教
訓
を
次
の

世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
、
そ
れ
が
放
送
の
大
き
な
使
命
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し
を
支
え
る
存
在
で
あ
り
た
い

と
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
昭
和
で
数
え
る
と
一
〇
〇
年
に
な
り
ま
す
。
新

た
な
時
代
へ
の
歩
み
が
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

八
十
八
回
の
手
間
隙
を
か
け
て
作
ら
れ
、
一
粒
に
七
人

の
神
様
が
宿
る
と
さ
れ
る
食
べ
物
、
そ
の
名
は
「
米
」
。

そ
の
昔
、
米
は
暮
ら
し
の
礎
で
し
た
。

　

米
は
主
食
で
あ
り
な
が
ら
も
、
お
金
で
あ
り
財
産
で
し

た
。
農
民
は
米
で
税
を
払
い
、
侍
た
ち
は
米
を
給
金
と
し

て
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
人
々
の
生
活
に
潤
い

を
与
え
る
酒
の
多
く
は
米
を
原
料
と
し
て
い
ま
す
。
加
え

て
病
の
身
に
お
い
て
は
、
ま
ず
口
に
す
る
の
が
米
で
す
。

米
が
水
の
力
を
借
り
て
姿
を
変
え
、
重
湯
か
ら
始
ま
り
、

お
粥
（
三
分
・
五
分
・
七
分
）
が
弱
っ
て
い
る
五
臓
六
腑

に
や
さ
し
く
働
き
か
け
、
体
力
や
気
力
を
回
復
す
る
助
け

に
な
り
ま
す
。

　

暦
の
季
節
毎
の
年
中
行
事
や
特
別
な
日
、
い
わ
ゆ
る

「
ハ
レ
の
日
」
に
は
手
作
り
の
「
赤
飯
、
海
苔
巻
き
、
散

ら
し
鮨
、
御
萩
、
五
目
飯
、
お
稲
荷
さ
ん
・
・
」
が
食
卓

を
賑
や
か
に
彩
り
お
腹
と
心
を
満
た
し
て
く
れ
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。

　

幼
き
頃
、
祖
父
母
の
家
を
訪
ね
る
と
、
ま
ず
「
お
腹
は

空
い
て
い
な
い
か
？
」
と
聞
か
れ
る
の
が
常
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
日
本
の
風
土
で
手
間
隙
惜
し
ま
ず
作
ら
れ
た
美

味
し
く
安
全
な
米
を
、
誰
も
が
安
心
し
て
十
分
に
食
す
る

日
々
が
続
く
こ
と
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

最
後
に
一
句

　
　
と
ゆ
び

　

「
十
指
ま
だ　

動
く
倖
せ　

米
を
研
ぐ
」

　

（
こ
こ
ろ
旅
・
正
平
選
よ
り
）

　
　

訂
正
と
お
詫
び

　

前
号
（
二
四
二
号
）
の
「
会
員
消
息
」
の
コ
ー
ナ
ー
の

二
四
ペ
ー
ジ
、
氏
名
の
表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
誤
）
飯
塚　
　

清　

↓　

（
正
）
飯
坂　
　

清

　

飯
坂
様
、
ほ
か
会
員
の
皆
様
、
大
変
失
礼
致
し
ま
し

た
。

編　
　

集　
　

後　
　

記
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